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一般演題

1 )運動時における 0，吸入の影響

一特に嫌気性代謝と血被ガスの変動についてー

市岡正彦・

谷口興 一-

u じめに

千回

慢性呼吸不全守者，aj運動時に低霞現時血症や血

中乳自慢のよ界がみられ 拾嬢上。2吸入金必要と

寸る場舎が多い 遺常o.吸入は運動耐容艇を改

善するが慢償問"性初疾患{以下 CO?O)患者

でI孟co.蓄積金助長する可飽佳もあり o.吸入

時のがス交換白動脈血ガス動患を知る ニとは露宴

である 重た.近忽運動負荷における倒眠気佳代謝

の置からの研究も盛んロ干すわれており 待日還勤

時の o.吸入に伴ろ胸像気世代議の動態を追求する

ζとlまI 衡感生理.偲湿するよで与わめて重要で

ある

今回 COPO患者を対象とし 運動負荷時に

o.を吸入答宅金 襖気循環働.".健気世代樹釘よ

ぴ動脈血ガス措霊の変化を夫気下と比貌し検討

しfニ

I 対象および方注

"..は 著者らの予舗実験に必いで運動時血.. 

乳磁のJヒ界と p，ωの低下治みられた COPO患管

12例(男10例，女 2例}で。平勾年齢61.8畿であ

る 安静時呼彼自寝緯で1:. "締活量80.1土11.2%

U1下悶."主50). 1秒司区ω4土11.l%とJt統的

高度の閉Z性，.寄を示したが，安静時の P~o ，.

?aco. 乳厳 ピルピν僚は正常"園内であヮた

運動負荷I!treadmill倉用い，はじめ大気下で

時速 3匙.10分間平地歩符させ その後 6分聞を

個復刻とする引ngle~t 暗1! t!~t t so行した 次い

で少な〈とも30分以ょの安静休息J時聞をおふ 40

.東京圏停自信事事文学院二内容時

守・ 富旦逸郎・

• o.吸入下で問ープロトコ ルによる負荷を反

復した還動綱運動時2分ごと 回復揚3分ご

との針8回の呼気ガスをDouglasbao ロ保取し，

v.. Vo.， Vccuを算出した また Jヒ騎働脈は留

置したカエ，-，よ句動脈血を探取し，血波ガス

給量および筑波 ピルピム〆酸を濁乏した きちに

teJe heart mon山 rにより心電図を連続的にモユ

ターし 経時的に'(，-18:誌を毘緑Lた

E 繍

( 1 ) 径櫨鎗気筒量

果

V.. Vco.は安婦時 連動川寺および固復刻のいず

れにおいても o.吸入によ勾有章な底下全示し

たが，Vo.については有意還を包めなかヲた o. 
筏窓寧 (Vo./V.lii運動向大気γで30.1土S.9mJI

1， O.吸入下で31.7念 3.9mlllと有章な上昇を示

し.0.吸入による換気効率の改径が示1唆された

死樫換気事 (Vo/V.)，::安帰時，選盛時 ζ もo.
吸入時に高値を示す傾向がみられたが!有意遣は

みられなか.0

(2) 乳雌。ピルビJ敏

乳酸ピルピ μ敵はl 安鯵時運動防団復刻

のいずれにおいても 大気下位比し0.吸入下で

有意な也下.示した 特に還勤時lまれ政 ピルピ

ン陵とも o.吸入によ町著明.，ま下を示した {図

11白

(3) 動脈血ガス

大気7では運動に伴い?:lO，の低下とともに

p，凶E のよ鼻 pHの低下 HCO，の減少がみら

れ。混合性アンドーνスの仇智舎示した ニれに

対し o.般入下では運動時の札磁産生が抑制号

れたため， HCO，は安静時とほとんど変わ匂ず
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Paco，の上昇に伴令呼吸誰?ンドーシスの状懸を

呈した{図2)

次に.'/i傍時および運動時における 0 吸入の

h抽に及ぽす".，について検討すると。図 2に

みられるよ今に Paco:はQ，吸入によ η安鯵縛!

運動時とも有窓な.t昇を示した そこで O 収入

による Paco.め上昇分をd.Paco:とし 安静時

運動時での両者の聞係を綱べてみると 図 3にみ
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られるように γ-0.74 (P<O∞坊 と比般的

高いE縄問を示した

'"  宿環IJ態
運動吟の心拍訟は 大気γ1'1土15.0，吸入下

109土UとO 吸入により有意な低下をmめた

Zた I.( .... aあたりの殴驚摂取量を示す o.pulu 

は。 0，般入γでゐ有軍釜を包めなかった

E 考 察

Wn.serman I?"により線気佳代謝J鴎値 (anaero

bic threshold以下 AT)の筏念が随立されて以来

• 
! • 
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還動負荷民感に必ける燦"佳代衡が盆冨されてい

る 0，吸入の究僅の目的"包継の厳素化であり，

a吸入による辺倒"の乳麗の有震な低下"，活

動筋における線気後代錯が仰測さ仇た結果と考え

られるa 寧術究"漏勾還鋤負荷でほ令いため

実際に ATtJjtめて ::いないが. Mareusら潤u
COPD患句置の AT陣の乳後レペルが平均28mll'dl

であーたと線脅して必句，今留の結果より。問ー

負衝でも大気下で I~ AT t忽えているものが多

<. 0，吸入下で 11ATに到遣していないと考え

られた したが，て，0・吸入により ATがよ鼻

L還貧血亀カ".の宵健住が示唆さ仇た

0， I!&.AI1 COPD患者や慢性呼暖不傘笠宮でほ

不可欠な治集訟のーつであるが高治贋 0，吸入

時の co，蓄積とそ九に伴う呼吸性アン ドーンス

の増強が間姐点としてあげられている 今回の検

討で.週働"に， 0，吸入による Pac伽の上昇が

包められたがその機序として比般的荷揚度の

0，吸入による家術化学受容体に対する hypoxほ

drive解除に'*う換気抑・'"，運動による織内 V.

10比不均等分布の層大・.どが関与していると考

えられる また 0，鰻λによる運動崎の F鉱蜘

の噌舗のtIJ!が安静"の Paco.fT)地加の極度から

僧輔されるよとが示毎れたが.還猶持の O.寝入

相際法.，寄金かつ有省主に施行するために，還動に先

" .. "" 
立，て安静"の0，彼入による PK似の"...倹

附することが。目，信組員長上有用と考えられる

鎗 " 
(1) 0，吸入によ旬還勉鱒の乳.. ピルピ J

取は有窓会低下を示Lた

(Z) O.吸入により0011¥取寧のJヒ昇が''''ら
れ.換気効司障の"轡が示唆された

(3) 選鋤時の心槍訟は。，"，入によ司有章な

低下を示した

c4) 動.. 血ガス上。吸入時"低酸素息盆

の".，とともに呼唱良性γンド->スの発生をゐた

また。0，暖入による安勝時の PX・pの増加の程

度によ η，温鋤時の PKω の唱加の程度が鎗訓で

sると考えら仇た
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2 )労作性狭心症発作時の血行動態の検討

一連動負荷による経時的左室拡張終期庄の変化についてー

大島 茂.， 苗村重敬・含 加 藤 健 一 円

代田浩之= 近藤邦夫" 西山信一郎・，

中西肱元・ 間

はじめに

労作性狭心a患者においてl 運動負荷ロよる狭

心"発作時に友重"袈終納屋{以下 LVEDP)が

上昇している ζ とは，以前から線脅されてい

るi 網 玄た.，走作時のl，VEDPが夜舗であるほ

ど左弘、機能陳警が高度であり尺その測定は後，i.. 

a震の重密度肝価。冠状動脈パイパス手術の効果判

定に有効とされている愉 しかLながら負荷終

点に至るまでの LVEDPの上昇線式に箆例ごとに

釜興があるか否かについては。従来ほとんど後酎

されていない そこで今図。安定箆労作性象心症

患者に対し 左じカデーテル中に臥位~ルゴメ ー

ター負荷."行し その閉め LVEDPの奮化様式

について検討した

I 対Il~よぴ方訟

対象".左心カテ テル中に多段階エルゴメ ー

ター負荷を施行した心筋痕醤め陵往のない安定型

労作性狭心症患考63例!および冠状働総が正常の

s例.針"例である 負荷c;l:1.OW Ikllより開始。

3分ごとに0.'目5W/kgずつ噌量 C.胸痛ないし4

電図上0.1mV以上の虚血性 ST低下の出現金

も。て務7とLた "例.，.運動負荷附勉前すで

に LVEDP1.I120mmHs以上であった"例宏院外し

た50例について.LVEDPの度化繊式含後Itc. 

" <<の門病院循~Uセ r ター内将

(現野鳥犬傘.=内，>1
.， ，亀の門網院.，環器セ〆ター 内科
・2順実盆大学医学習応循環嘗内科

顕.， 山 口 洋・・

LVEDPの僅. "'，.およぴむ鎗歎の密化負荷持

続時問。冠状動脈暗修所見与の比敏検耐を符。た

E 鐙 果

狭七使院における LVED?の経略的な変化栂式

を検討してみると 負荷中金通じて..綾な上昇を

続ける例 (A欝 19例} 負荷開始後 ，-2分急

峻な上昇を鍵けた後平温になる例 (8，手 19

例)，負荷ゃを通じて穆徐なよ，与を示す例 (C幹

7例)が包められた 冠状動脈が正常な河町野

(0 ，写 5例}に必いては LVEDPはほとんど上

昇し会か。た 図 1に負荷開始後4分までの

LVEDPの経略的変化を示した 負荷開始後 t分

では A. 8両隣周に有意差はなか?たが とも

にC鮮に比して有愈に高値であった (P<0.01) 

4分後には. A"は8. C 君事に比し有意に高鑑で

あヲた (p<0.01)が， 5， CJIIlII手間に宥愈議lま

なか，た

負術前および負術終了時における各指様の変化

を褒 1に示したが.負荷ゅの心始歎収縮期血圧

double prω収 tの槽加".いずれも Ot.1'J'.医大で。

以下~. B， A醇の矧であうた "'写における

也、拍訟の制加1::，A'事にltL有憲民大であった

(P <0.05) また.負荷終了時の収錨矧血圧が負

荷前館以下まで低下した箆例は '̂容にのみ3例

みられ 他醇でほ包められなかった

運動耐容時間1.1.A醇でほ 8"に比して有意に

鐙< (P<O.OI). Bn:で1::c r写に比して有窓に

短編していた (P<0.01) {図 21

運動負荷所見と窓状・6峨温IJからみた..密度を
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図1 負荷開始後4分室での左室拡懇持湖庄の権移

LVEDP 心拍世 阻組踊血庄

011時折{mmHg} {bea.ts/min} (mmHg) 

'̂事 (n-19)
14.1土3.3 12.4主13.03 • 143.4土21.3 104.4士29.日•• 110eSz 18. - • 36.1土ι9 159.8:t27 .1 176.4土46.8

B酔(同富山)
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対比した椅粂(図 3) 1;1.， 75%以上の狭窄病変を

有する笠嬰冠動脈数をみる色，統計的に有意では

ないが A!草において B. C鮮に比c3技病変例

が多い傾向にあり。遂に 1絞縄張例の割合はa医大
で 以下 B. AI手の順であヲた また。 A'宇中の

1技術変例主 6例中 5例が左前下行筏病変であり I

かつ，いずれも狭零度の強い症例であった

E 考 賓客

狭4症発作時に LVEDPがよ易しているという

綴舎は少な〈な〈 その帯電り序についても ポ νプ

懐能障害による容量負街の増大""心筋".

訓lanceの低下刷鯵が考えられているが 運動負荷

中の LVEDPの変化様式についてはほとんど録音

されていない 今回の検討では!心勉忌，収縮矧

血圧 double productの地加は A. B. C各界聞

に有意霊を認めなかったが!負荷終了時の

LVEDPはA静>B'手孟 C'平>D'容であり!運動

樹容吟聞はo縛福C'浮>B'手>A'字であヲた A. 
B. C各E撃に以上のよ号な差を毘めたことよ句

LVEOPの変化様式と心後位隊害の聞には，何ら

かの関係の存在が示唆された この変化訓式の特捜

序については 虚血による心筋障害の程度 広吾

とそれに対する代償機事長の程度の釜が関係すると

恩われるがその縛細は不明である

次に 冠状動脈迭影所見との対比で1::'， 3 Z揮聞

に有意差はなか。たが 1筏術変でむ左前下行伎

に強い狭惨を有する例では LVEOP nf急峻な」ヒ

昇を示す例が少なくないという傾向はみられた

この事実l孟 侠，(.'!&:の .~lfl平価を催.'!.冠動脈数

のみで行うのは不十分であることを示すとともにゆ

左川急能に左前下行伎の関与が大であることを示

最街医学..巻 8号

している

信t.a

安定型労作性後 L.症患者6l例に 左心カテーテ

ル中臥位エルゴメーター負荷を行い LVEOPを

経時的に移1す』 以下の箱路を得た

1) LVEDPめ経時豹変化にほ，負荷中を通じ

て鯉綾な上昇を授ける例負荷閑佑後 1- 2 分.~

駿な上昇を続けたのも平温になる例 負荷中を通

じて緩徐な上昇を示す例の 3僅績の線式がみられ

た

2) LVEDPが愈飯な上昇を示す宮本では。 3枝

病変例の占める割合が多い傾向にあ。た

31 】校痢蛮例でも左前下行校に強い狭窄を有

す"例で1:，LVEOP が.~.綾なよ界を示す例が少

な〈なかった

41以上よ句 狭心盆患者に釘いて運動負荷時

の LVEDPを経時的l二測定することは， *aJt判

定の上で有周と考える

支 舷
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2) Weiner L. e¥ 11: Circul以ion38; 240. ¥968. 
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4) Dod.k A. tt al:); EnglJ M.d 286:1347 

1972. 

51侵飾文彦。"カ脈管学 22:219.1982 

6) Buu...n W D. .1 al: m̂ J C3.d耐 43:488 

1979 

7) Vliestra R E. tt剖 JThorac Card附四舵 Sur，
"‘1. 1981 

8) Pa.hr J O. et al; Am ) Cudiol 17: 410. 1966. 
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3 )右室ペーシング負荷による心筋シンチの異常所見

酷沢 挙.， 余川 茂・l 林 治問・3

高畠裕司・t 麻野井英次・l 井内幸口幸・1

中島久宜・1 篠山重威・l 一ー谷立介・2

機声 光・唱 柿下正雄・，

非侵礎的検査漫である201-Tl心筋ン Jチグラ

ヲi- (MP]) r.t 虚血性心得院患のS診断に有用で

ある Lかし 左調プ亨 γ ク"では冠動脈が正常

でt.MPlで異常所見を呈する例があるといわれ

ている今回左胸プロフクと用保の伝導様式含

呈すると考えられる右蜜ベ ンJグ (RVP)を行

い RV?時の MPlと逮勧負符 (Ex)時の M刊を

比鮫検齢した

1 Wlおよび方途

"象11.胸痛または倒郎不快感を主'"とする11

例(男 8例女3 例}で.，.齢ば~6-65殺であ q

た 盆聞に選択的冠動腺遺影全施行し。，，.以上

の有愈袋窄含有する例はなか。た

E兎"坐位三ルゴメータ.，.いた多段階桶糟法

とした 逮鋤の中止，o!!:.l.t.駒衡'"環。心電園上有

窓生 ST低7出現重たはγ...重労とした 還動中

止 1分前にタ '1ウ"を2:mCi If注した

RV?は!刺滋甥1f90，lZO/minで そ札ぞれ

2分間行い 次いで刺滋矧度1501r鴨川で 6分間

行ヮた タリウム2:mCiをペーシシグ終了 1分断

に傍注した

心筋ンンチl孟寓分解"'コリメータ.銭着したg・E型携Yν マ カメ. IGωerJI Ele<:tric怯製 Mni

C~mer3 4∞AlT )およびヂータ処理告書置 (Gene

fal Ele<:tr昭社製 Slarl をJft~"心腿の前面金中

止とする 180・を 1方向20抄叩 5.6'ずつ図伝さ

せ.32方向から d3t3を収集した これより4侃

1富山Qliihnl大学第二内将 ・2岡敬射線"

の長紬および短舗の各再構成断暢像を作製し!侃

覚的に判定した また. .時間後の得分布'"も検

討した

E 錨 果

11) 負荷心電図 E，により 3例で 1mm以

」ヒの有怠な ST低下があり このうちの 1例での

み E，により胸侭不快感が出現Lた RV?終了

1分後の心電図で 1mm以上の ST低下が7例で

包められ また金例でu震の質化を伴9 た し

かし。 RV?による腕術出現例"なか 9 た

( 2:) 'u抱 徴。血圧および p間四l1;re-rate

product; Ex およ (JRVPのそれぞれの院.k

stren陽の L'抱歓1:1:131. 1全19.0，150ニ1:0 beatsl 

min (P<O.OIJ，血圧11210.4土 31.5，115.5土

1l.9mmHo (P <0∞日。 pressu時間e阿)duct

は281∞ま1<∞.11500土 11明同mHg. beats/ min 

(P <0∞11 といず九も有君まな警があヮた

13) タリウム心筋"チグラフィ -;Ex時

M?lで 3例に下援の穿可辺住欠UI. 1例で側壁

の可退色欠f買が詑められた 非可逆懲欠，.，例中

2例に主冠動脈に"，.来摘の狭窄があり。また。

町辺住欠捌例では。'"二ょ ηむ竜図上 ST低下

が'"めら九た Lかし，也、".."聾の欠鍋例11;~ 

，、ヲた

RVP o" MPlで11例会例に'L'車中隔壁に欠鍋が

幽現し.時間後には会例で".子会再分布を包め

た RV?により 7例で欠捌"下型tも及ぴ こ

のろ句 2例は 4均間後日良野令冊分布があη. • 

例は-"のみ再分布が認のられた 桟ηの""は
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存可逆怯欠損であった E三時 M?lで下鐙!こ欠績

を包めた 3例は。 RVPでも向"の欠績がw現 L

た また E，略 MPJで側壁に可進性欠繍を包め

た 1例では RV'でも周飢位め可避性欠Ilが幽

現 Lた{図 1. 2. 3) 

E 考 察

左絢プロヮクを呈する例では 正常冠動脈でも

しばしば MPIjヒ'('a中間壁ないし前墜に欠舗が

生じるといわれている". Hirzelら"は 犬を用

いて心房釘よぴ心室ペ-;.-;，グ.[筋νιチを行い

心房べ-:.;...グではレ筋 yν チで民曾は毘めな

かったが也、重ベーシングで附盛ないしレZ筆中隔

に可沼健7.:tli.が出現し.阿部位の局員時電血iUの

.鍾...1.. 皿E皿a 
・・1>，.1 ，10' 

paCln; I 11 

-・1>101 Iftl..IG' 

e銑医学 41'陸 8号

低7を包めたと報告している これまでヒトでの

4房ペーシング M?Iは運動負荷 M?Iと同線に虚

血栓.(.~.'警の検出に有効であるときれている珍何

左側プロックと岡織の伝i車線吠を呈する RV，に

よるMPIについては来"鰍告されていない

今匿の研究では 冠動脈ロ有意な侠穆がな〈。

E，時"?1でも包められなカ。た4寝中隔". -

"下監にも可逆性欠損が幽:JI.t...，かっI 関 .k

nrus時の p"舗 ure.rateproduetも。 h袴にJt

ぺ RVP時め値が有震に低価で"0たニとなどよ

り RVPによる心筆中隔壁欠摘は必ずしも心筋

Ill""より生じたとほ考え彊い RVP後のむ電

図上の 5T-1R:ftl:，虚血を窓除するものでu

なく I ペーシング後にー般に包められる再分極過

I 
I・..，.1

'.Ut・1

ロerJ41;い m

図，"...1・1
t.OI.tolbuUon 

凹 'zi1LUfM

図 3 還財負荷および右，，~ーシ M グ負.，樋'Tl .1心筋γJチグラフ 4 に
おける欠，.. ，位とその例数

EXERCISE 

。 G 
EARLY IlEL.AYED 

包2 週..負荷飢T'心筋O/:'-1-グラヲ 4
{穏紬E方:Grtl

左側地';(防車~.右備が 4 時間俊の再分布惨を示す
明らか"~伺 (!I.!められない

PACIHC 

3 。
EARL.γ DELI為YED

国3 右筆ペ-"，..グ負荷拘'n心筋 y シ

チグ，ヲィ {程個断層'"
{図2と岡 症"を示す》右室ぺ νν グ負荷直後
{を備)でほ.，室。陥息 -R下段に欠"が巴めら
れ 再分布像{右側}で団関らかな欠1I11!包められ
脅い
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径の異常によるものと考えられている" RVPに

よる心誕命隅盛ないし下蓋の欠視の原因は明らか

ではないが RVPによる非臨調収舗が冠血流の

分布異常を生じ!また高須度のペ ンシグにより

拡張期が短〈な旬 よηー曙鐙血誕のア J パラ J

スを生じたと権第される

支 隊

1)成図完啓 他律"綾僻""プロ，クにj旬ける

選動負得タリウム心筋"'~チグラ 7 '1-. tJi:医

学 21:1-163. 1984 

"錫 1891 

2) Hinel H O. et al， TbaJli師 ZOIScintiguゅhy

四"'.川ple，eLdt 8undle Br副，"，。時

A図 JColI'diol 53; 764. 1984 

3) Heller G Y. et al: Tbe Pac:ing 5t旧日 Te.t

Thllium羽 1印刷岡山山rAtrial 

Padng. Dla叫に Value鳩山町 Coronary

Artery抽出e臼悶pared山 Eurd.eTe't 

in，. 1 Am Co11 Cardi臥 3;1197.1984

4) Chamrjee K. e¥ al: El目町民~.悶gr3phi ，

Cbangea 5品開 制拘 ArlHl阻ialV刷 ricular

Oeoola吋""。札 BrHurt J 31: 770. 1969 

4 )労作性狭心症状を有する例の運動負荷時血中カテコールアミン

反応性の特異性について

鯵坂睦ー・1

伊藤 緩・1

宜

郎

祥

事

均

稚

田

下

貞

藤

杉

秋

絞 本 曲 馬.，

武 図 徹・2

飯回 要・2

血中ノルエピネフ 'J:，.. (NE)は 交感神経末苅

ょη分担，..れる神経伝記E物質であり 交感得縫活

性の指標として思いられている後七症患者'"章

常人問機連勤時に血中 NEが増加すること"ょ

く知られている捕 しかし 冠動脈疾患のll'"震
を表す l箔標である電線窄橿怠伎"により i 還動

時交感得径の反応日差異がある泊杏泊については

明らかでほない 本碕究で92 労作時の胸痛a伏

を有する盆例に盆いて 血中 NE湿度の運動負荷

訳験による笈動を各也循環指標 負荷心電団所見

心 R'ア J ジオグラフィー (RNA)による左也、後

舵と月比し 冠動脈橿忠俊2誌による差異があるか

"カにつ S検討した

.， 1来援大学館床医学系肉併 ・2向波射縄特

・，，定~記念.F完内外

I 方 法

対象"心不盆症状のない労作性降に絢術定状含

有する症例"例であη 平均53.4縫で.。た 冠

剣線造能上 50%以上の後窄含有意とし分領する

と 3後術変 3例 2伎術変9例 "変調変 11

VO) 8例 有意後穆のない盆例 (0vo) 5例で

あった なお 3伐お よぴ 2校病変は多段術変

(MVO)とした MVD. 1 VD. 0 VD聞の年前ι

有意差はなかヲた 還動負荷試験は。臥位エルプ

メータを用い。初回負荷時lotO. 5-1. OW31lJ駐留と

L. 3分毎に初回負荷量の 1/2i" 追加した 還

動終点;主総.(痛徒現 あるいはECGよ j点ょ η

0.08抄で0.3mV以上の著明会 ST低下とした

負何試験中 12~(厚心電図 カフ法による上院血

圧含 1分毎にIh周し也拍設畑町収縄問血圧

(SBP) Jjよぴ両者の債である RJlePre，sure Prcト
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duct (RPPJを求めた 負荷終息での会"穏にお

けるO.lmV以上め ST降下の低利を!~ST と

した また 負街前!負街終患で録血し THI援

により血中 NE緯度を制定した RNA ，こより左

富駆自民分薗 (EF)を負荷前 負荷終車に必いて求

めた さ勺に運動負荷による HR，SBP 血中

胡"

“ 
2ω 

'" 
，. 

'" 

• 

，...... P<O・1ー『

"~附""T"""N S ..， 

叩 1四回

刷 出町阿川 N'凶 ollNEN刷 ><l00N

図'^ .医大運動時に必けるt.NE"の各騨

"の比m
MVO ~専で有量に9・2聞を示 Lた

M"，多縫術家 1 VO: 1技術葉'"'宥窓狭窄

のない例 NE:)ルエピネフリ:.-， NS有y差"
ない

" • P<..叫 ー『

m .--NS-.-酔司働、

E 

T f 
初

4問

• 叩問。叩

図，. 量大還働時における"の各齢聞の
比収

EF (! M¥'O J当よぴ 1¥'0 Tで'"'に比L低τL
ていた

EF: ' 1心"ア Jν ぜグ，ヲィ ーによる~盗聴出分画

侵害者医学 "巻 8号

NEの変化惑をふれぞれll.HR%，ll.SBP%， ll. 

NE%とし算出 Lた なお 数値は平均値全t明書院

か差 (SE)であらわし 統計は t績定を用いた

E 銘 a長
遺勘負荷量.よぴ湿動負荷持続縄問ほi 各野聞

で夜意差はなか9 た 各醇での NE変化率.こつい

ては MVO， 1 VD， 0 VDでそれぞれ 146.2%， 

13.4%， 51.8%であ η MVDで他幹に比し。有

意に大であヲた{図 1A). 1: o.S1について!

MVDが 1VDに比し有意に大であ。たが. 1 

VO-O VD 1111， MVO-O VD聞に"有窓差を毘めな

かヮた

負荷鈴点に.，する"の比"をすると MVO 

1 VO I三oVO ，比""が宥意に低下していた

(関 16). MVO-l ¥'0聞には宥意差はなか。た

各群におけるll.HR %とll.NE"のr.係は!

MVDにおいてll.NE%の''''，に比L.ll.HR"の槽

加が少な<.~lope が織像であった{図 1 A) 

ll.SBP% t dNE%のr.係も dHR%と阿織に!

MVDではt.NE%の治加に比L.dSBP%の泊加

が少ない傾向を包めた{図，.)

6H.晦

即

'" 
m 

" rγ l叩

" • 初

" 
" • " 制 1初 2開聞

6N' 輔

6H同 1附_，ime.RPP凶凶IRPP...・.01>< 100 N 

6N臼岨回 .lme.t{E.......INE ...・1><100N 

図" ft大遺勘吟におけるt.HR"と a
'"のr.係。ついて

MVO t;，1 6HR%の増加が t.NE"に材L少色治。

た

HR: .(-tt!敏也の略号u 個 1・P照I
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Ö. sep~‘ 

e惨

" 
姐

加

凋

四

。

。咽

" 糊 "・
，...， 
企同 省

Ö.se p~ 担P岡山田同M世凶回哨瑚

胡日閣制耐.岨随ulfNE旧制興問

但"金大連動時(.:1~ ける ~SBP" と"
NE%の聞係eこついて

MVO;事で 11~ SBP" の糟測が.'IE "に'"少佐
かラた

'"収苅悶凪足他の略号は園 1，惨.~日

E 考 察

交感神経は 運動阜の.c血管反応を制御する重

要生因子のーつである 運動中の血<t>NE反応に

関与するむのとしては 負宵量b 年齢h 心機

" 
録 1893 

能" 混合静聴血a演習信組和戸，..をどがある 本研究

において 負荷量年齢心機能状惑に各鮮側で

有意差はなか。た しカ CNE増加率がおlVD醇

でほ lVD.OVD日比し有意に大であった こ

の慢序 e1..ては MVD醇では Id.STが他鮮に

比L大であ 9 たので 心蹄虚血の彫響も考えられ

る MVD r手では"'増加に対 1..HR. SBP I曾加

が少なか。た この機序は明ら治でないが レセ

プターの "down"r昭 ulatio川による可能f佳む考え

られる

" 
筒

運動による血中 NE反応に I孟 廷後窄信急住散

により差興が"められた
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日虚血性心疾患の診断におけるトレッドミル負荷

心エコー法の有用性

之

士

三

悌

昭

和

田

郡

藤

高

岡

加

藤井鯨ー・!

奥世ー雄・1

麗図長子・2

沢 図 虫駆・1

相 iR 忠飽.， 

尾 上 守 夫・2

はじめに

近年退..負荷時に心~コ図をE録し局所

壁遭.."常の出現を限吸すゐエ とによ り "慢"
的に程動脈侠患を鈴断 Lょうとする依みが散見寄

れる:ーか 今回枝々 " 暴動負荷告として臨床上

俵も良〈使悶きれているト レ7 ドミル負街時の断

層.，エコー聞をIefH.，;:，:.-ピ五ータ面rt処理法

を用いて局四時髭運動の定鑑的野舗を政みた そし

て それらの結果を竃働脹這彫にAG) 運動負

荷捌TI<筋 ν シチグラ 7.f- (剛TL-ECT) 運

動負荷心電図現時見と付Jt綾射した

I 対象とっち注

付#!.I!，，(..筋便審の既往のない労作性ないし労

作費度安静!M..!l!13例(男性11例，女性2例 平均

等院53:!:94)である 傘例にトレヲドミル週動

負荷依駿t 拘，TI・ECT，CAGを施行 Lf~. CAC 

はSones援tニょ η行い '5%以ょの告発布を省意

後窄とした 宮た. 0筏働者E例I:!ergo開\"In~ に

よる竃想箱師健氏肢を"憶し 50穏以上の怠動脈

径縮小をもヲて陽性と Lた 13例.，.5例に 1綾術

". 2例1:2後痢"'. .例に 3伎病変を犯のた

残ηの 2例 "有窓綱"を示号なか，たが "約i

n。叫m により定法舗を生じた

トレヲド ミル3・foi断層心エヨ 詮 l孟棚TI

ECTと向勝に範行した まず糊Tl-ECT施仔直前

に。左"臥低位て肱索ないし乳凱筋レベルの左愈

， .t・a菅碕究員時 ・2東京文学生&llli硯究舟

短舗断層4エコー図を VTRに包fiLた 続いて

争レヲドミル還抱負奇を結待。負荷鈴了点で

ヨ 1引を僻i主し 1分間同量負荷を継授した 運動

"街終7鈎 -50秒後よ句釣 6分間 ECT専用

ペヲドよで左側臥位にて断窃.c.'%"::1-図 .. ，保し

た

断樋，e..:r.:I-図の解併1主 以下のごと〈行ヲた

まず VTRに収録された乳頭筋ない L嶋'"レベ

ルの左箆短舗断層{震を反ll"鍛し 局所盟運動を

定盤的に野値した 次いで ¥'TR土の心エコー

図をそ ン・ンアナライザーを介してマイク ロョ

シピA タのヂィスプレイ上に写 L出し 健被終

鴎収繍終期の心肉眼蘭勾よぴ4外幌国よで肉

倒的に鎗現面ょに存在することが明らかな..のみ

を1)[;土値術定して入ヲりし r鉱物f.Qifl:ぜ合わせ"'，

を鯛いて補間した(図" こうして術られた鉱

扱"..収倍終期の友重辺tlflを 心箆中繍右盆

蔀後舗を..'"と Lて8分節に区分 Lた 局所"運

..'乃定量的解価の術保としては 各分舗と位傑終

-四.01'1_. '. ー .~ 

亡し F 

因。
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期面積盆 Uで圏んだ扇売の収縮湖面"変化事(%

'̂ 各分衝の収樋鮪箆摩嶋加率 (%Tb)各分

簡の~率の変化事(% C) 市銅の大きさの個体

差による膨箸を徐〈ために収諸終期の!Ib~算 1 ':I!t獲

終期内閣周園長を乗じた正処化a砲事 (nCl~ IJIい

た{図"

0・1/.，
.，・l'C，
-u恥

L・~--叩
.，.'" .V  • .(EDI-.¥<f.S)J{ "，，[111 

曳.Th.(T"-[51-Thl[[I'IJ{刊 E刷、c.((二[51-C，[DII/<:'[ω
.c・Ci，<u"，f"'''''OIED')(C幽

司2

畑町一ECT11トレマドミル接によ句待い 終了

4翌日iIした時点で掴'T13-4mCiを鯵注し 1分

間例量負何を続けた 負荷終了直後"よぴ4時，.

，.にデータ収集を行い 再分布の包的勺れた."，

t:-Innsiem defl!Clとした

トレ γ ドミル運動負舟.(旬E図は舞伎ヨ眠状"で

Brucc法にて行、 鞠婦の鐙::E. .(，.1tC週土J点よ

η40-ωe鴨川Cの点で 1mm以上の sl上昇oい

し下降が鴛められたもの金陽性とした

E 鑓 黒

会例 113関}安修防局員野望還動"正常であ。た

が 12例で運動負'"鋒了時にいず仇泊の指慨にて

局所~運動異常を包のた また。刷Tl-ECTで低

金例に transl制 1d~fe<:1 含"めた

( 1 ， 冠鋤漏病変の有機と盟事動異常

各冠動線使ごとに CAG1':よる有恵袋帯の有鯖

と 各部淀剤取に"ける局所盟運動慌官官也現の有

時とを"比した桔到院を (ftI )に示す

局所繋還動拠常の肉""的評価 (V，必よ u'.c 
では 倹穆冠動脈とその膚況従1成の盟辺倒鳳常と

は良好令ー致をんた また 話C. %Thも比奴

Si! II 18出

製1・1

CAG I LAD Cx l RCA I 

、I+ Iー + ー 1+ 1ー |

+ B 。5 1 8 1 
v 。5 1 6 3 

Sensitl刷ty 100% 83% 四%

Sp，白罰白t， 100% 86% 75% 

Accuracy 100% 自5% 田%

c， RCA 

+ー + + 

%AI+1
3

I
O 2 2 3 日

5 5 4 5 B 4 

S"垣甘計ty 38% 33% 33% 

Speci自白ty 10日% 71% 1目目%

Ac，"悶c， 62タ6 54% 54% I 

+1ー +1-1+ ー

1-12141214 2 3 

i Sensi耐 ity!75% 61% 78% 

Speci自由t， 同% 51% 15% 

Acc田町 i17% I 62% 17% I 

約良好な 致e示したが %Aでのー及率"低

泊。た 酬Tl-ECTの transientddeCI幽現郎自立

の検討で 11.良好会一致をみた 争 犯 V • nC 

の金体としての ~ens ， uv't).. s併cifici¥y. a<<ura 

Cy 11宅々 91%.91%.~"' 7S" ， %"'85 

%と商い憧を示した

(2， 稽患忽勤続分筏~と "置勧興需およ

び剛TI-ECTにおtずる同nsienldefecl 

の"比

対~を宿怠冠動線分限設によ 旬 3 "1二分け 各

指標によ η望退勤持常および 凋吋I-ECTによる

冠動緑樹安の検凶事会比似 した {喪 2). 1校

2 限 "".例でほ '^以外 I! n.~.検出取を示したが
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表，-，

LAD 

+ 
+ B 1 

%C 
2 4 

+ 
+ 7 2 

" 3 

100% 

C誕

+ 

4 1 

2 6 

+ 

5 。
7 

100% 

92% 

85% 

RCA 

+ 
1 

1 I 3 1 

g 

。2 

2 

回%

3俊樹開変例ではVおよぴ.cが高い倹也事を示し

%Aと'・l引 EC1のそれは低沿ったのにヌサし。

(3) 陽性負荷山電国務見と盤連創異常

トレッドミル負荷，[電図lま 13例~，例 (69%)

で情性であ q た褒31:示すごとく も電圏所見

1;1." A以外の指慨による局所盟運動異常に沈殿し

冠動尿病変の検出寧が低合ョた また倉情でE

m. aV" ¥1.-.の 'Tl'障を包め 3例でI!V、a

の 'T下降をも伸ヮた 二の3例"左前下行佼病

変を有してBり 岩館箇:位に鍵運動拠曾を包めた

ft街医学 41~陸 ''< 

表 2

0冊 Vesse[Disease 

n 

止平出町iz 

:EiiふJふJムiム|ふい563
Two Vessel Disease 

.c 

|胤K-門押開
A，!1111111!11 

別

2 

1 

I .~~ ， : 1 1 1 111111.1 
lmLJJふs11ムLiLjJ山ιJ

Three Vess副Disease
l、¥vI%AI%Th:%c; 周c， n 

i.'!¥，! 4 1 1 1 4 1 d 3 

皿 考 書官

心筋使.. の既往がない例では 電.. 脈狭窄が存

在するにもかかわらず安静時にはしばしば正常盛

連動を呈する愉 しかし このよろな例でも選動

負何により心筋虚血を生じた治合虚血墜に新た

な盟運動異常が出現するとされている動能。て

運動貸併時に断層心エヨ .，.，己保L，局所塁退

動拠常の評価から冠動脈病変を鯵断しようとする

依みが散見きれるl 刷

従来の報告の多〈ほ 負荷法としてよ払ルゴメ

ター法を利用 Lているが今回我々の利用 Lたト

レヲドミル法" より生理的で磁泰樹質量増加の

大きい強い負荷であるとき札 ー即位tニ広〈行われ

ている そこで でさるだけ運動負荷.(;電図

や相'Tl-ECTと伺じ負符詮により局所墜動墜を僻
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"G 
訂仁

+ 1 5 1 1 

表 3

%Tb 

'" 訂仁

+ I 8 

記鋪"釘

'" 
.， 

<E白 C幅削."加古飽dmiDTI・，t>
5T' In 11 rn aVf V....: 6~舗S

STI加 II111 aVr VZ4I: 3 ca舗 S

Ha Sla:nI笥cantChana:・ :4 ca鱒 S

価するため. トレヲドミル負荷断層心エコー接含

範行した この槍合に トレッドミル負荷終了時

から断礎心エコ 也記録までの limela，gが問題

となる しかし この点に関しては 辺助負荷によ

り生じた局所壁連動異常は 運動終了後も 1分

30分以上持続するとき仇て泊り l脚" 充分検出可

能であると考えられる

断層心エコー窃による局所堅連動の鮮舗は 従

来多〈は肉智史例日よる定住約なものであ。た 今

回我々は コー，ピムータ函館処理によ旬%，¥. % 

Th. %C， nC ~撃の術探を測定し その定金的僻

舗会行った また各指傑の算定に男慢し 従来の怠

室内膜置および外股置の周字トレース法に代え

c.生物線混ぜ合わせ法J を思いて循実な.貧弱織繍

..を遺ぴ補間 した制 この方迭により 蘭像が不

鮮明な続分でむ出雲正備会副&トレース{軒得る

比綬Lトレマドミル負荷断層心エコ 法の方がよ

η鎚"'山崎であ。た これは '.'TI-ECTが.(，.

"局所における心筋...a分布の相対的な差全検出

するたの 3核綱Z定例ではその差異が不明瞭とな

町やすいたのと思われた

運動負荷心電悶では 今回は 13'時中 9例

(69%)に掲性詰所見が得られ 還動負荷七エコ

法の方が5ensitIveであ。た また従来運動負荷

心電図 符に ST下降は虚血の邸位惨僚に余η有

用でないとさ札ているiI".""今固め筏々の検討

でも岡織であη 二の震からも運動負荷七三ヨー

を舎の方がすぐ仇ていると考えられた

以ょのごと〈 トレ ヲドミル負荷 c，ユヨーi去は

忽動脈侯患の鯵断にきわめて有用であると恩bれ

た、 また安静時6ニ鱒明なむ.コー図カ守己録可能な

'"唱では。ほほ金例で連動"にも判鍵町飽な犯鎗

ニとが可能にな，た 今回検討した各指慌のうち。 が 得 ら れ 本 法IUJ床応用可能な検査iまと考えら

V . nC 次いで%C'%TIIの冠動脈痢夜検出率 れた

が高かった %Aで良好令結果が得られなか。た

原因のーっとして 還動終了直後の.(..る量全体の前

方運動""障が考えら仇た この点からも 特に運

動負荷4エコー法では 基場主を必要色しない

nC'%C'%Th布の指慨がその局所望遠動の定

量的"価には有用であると考えられた

4摺思冠動脈分限訟による冠動脈病変検出事の検

討では I ' 2総病変例では余η裳はみられな

か。たが 3筏網変測においてほ蜘TI-EC7に

緩 鰭

トレヲドミル負荷断層心エヨー法" 冠動脈疾

患の非鍵銭的惨断俸としてすぐれた方法であると

考えられた
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6 )洛出速度の異なる 2種類の Nifedipine製剤の

運動負荷試験による比較検討

t講義女郎・ 岩川

堀口正晴・

U じめに

近年。 c.一倍銃剣である Nif.dillineの循環勤

勉に関する級告が散見きれるが!今回筏々は

Nifedilline溶幽逮，.の異なる 2ll践の 欝 刺 す な

わ gbf港出の遣い 50ftcall及び洛也の遅い錠剤に

ついて運動負『習に悼う循環応答について比絞検討

しt

I 対象及び方記長

j;j' * I孟 尉院外奇経過夜中の虚血栓七疾患患者"

名で 労作性a東北盆3名典型倹也、盆 1名陳"

性生筋梗'"名である 年前ば49般から"線で平

均"線全例男性である NYH.A分額で''1度

5名 E 度 6 名で~った

方告書1:，Nifedipine副 1cap 1日 初m，を 1カ

月以上縫ロ役与し.負荷省白 痴刻役与"寺間後

に負荷紋臓を範行 C.問，h仰 t後 Nifedilline鎚

1 830mgを 1カR以上笹口投与し伺僚に負荷依

駿を施行Lた負街伏臓は仰臥位自・5車エルゴ

メ ターを周いて負荷前及ぴ盆例により 2SW，50 

wまたは50¥':，75....負荷を必のおの 3分間及

"負荷終71徒について各 slage毎に 2分から 3分

.東京u恵会庖符大学 第三分院内終

鯨・ 外丸晃久・

の悶に以下の"'定を行，た マ〆ン S巴ヲト箆によ

る血圧の剥定， Ur  p'<<.色鷲傘校法による<拍

也量の剖定白.(，.:L ::J - ISIによる駆t己分iIi(Ef)の

欄定I 呼気ガスの分続捜慌による酸葉消費量

(V叫の測定 CM5 tiJJ.によるじ電図並ぴl二心

告白滋倒的の制定乳厳の剥定及ぴガスクロマト

賞最分析による負荷前の Nif.dipine血中退度の

測定を行。 た ζ れらより午均.mIE(MB?) 

Double pr凶 UCI(DP)， ，~係訟にJ)， 1固抽出量

係数 (S¥，I)，金"術血苛伝統保怠 (TPRllを'"''
し 実淵錨及ぴ%変化$について比較倹Zなした

E 結果

負荷前の Nifedipine血中湿度は。 50ftcap投与

勝が21企4ng/ml，錠剤投与T:O'46土10nR/mlで

錠剰が約 2備であ，た Vω 及ぴ乳酸の血中滋皮

は共4ご物解MI:有霊登な〈 商聴の負荷主実験がほ

ぼ同根底であ。た ζ とが示耽きれた 拘"ま m 
1 51.g. 食街では有笠窪はなかったが第 2

51.g. 11符で 50ftcall役与鮮が有窓4二大島な噌加

率を示Lた C1 U商Z字削で有窓釜なか。たが。

SV(でほ第 2slage負荷及び負荷野終了後に錠剤役

与鮮で大舎な地加率を示す傾向がみられた

MBP， DP， T?Rl， EFで"有笠i!，!:1:舎かうた

また 以上のすべての paramel.rの実湖偏にu
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図 3 4ト.<・ w

いずれも有.p.2II.t会か，rh

負荷中の4kgs図1':1;ける STの有Iな低下"'

例にみられ うもl例でほ銅ftcap役与で第 I

51.1ge JI. l2i I m V 省高 2 1taof負何 L5mVの ST

低下が..た .. 刻役与ではそ札ぞれO.Sm、
電動隊ilt;l.t4例に箱符 L.

， .vで

3伐術史2

例 2伎病変 1閃 1続調窓 1例であ勺た

E 考 信

a血性~疾患患者に付 LN; f~ 

dipinf #役与崎及u'役与"の週'抱負街試験を行い

Ni(，“Ipln時役与によ η~'"前の MBP. TPR!の誠

e，の漕加，更に負符中の す'"の減

eh_富山，

少 及 "HR 

限18性心筋硬.，

" 宏用いて ~ifedipìn，の効副院 を検討 し

桶川ら納も少量級告 Lている

6こ2脅し

Nif，“ipint j定与E撃で負荷~の MBP 及ぴ TPR I IT) 
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減少を報告している

今回我々は Nifedipine落幽速度の腐なる 2剤

を用いて虚血性化、集.¥!"，!，者に運動負脅民験を絡行

し 商酵の循環応答について比較検針した 2剰

の Nifedipine血中湿度を比敏すると 調書出の遅

い事剣が約 2僧であラた 筒群聞の panmeter

比伎では 実'"値ぼすべて有当医差はなか。た

が %変化事についてみると. HR 1;1;. 50ft cap役

与騨で第，，，昭電負荷で有鷺に槽加し， SVlは.. 

剤惜与野で第 2st~~ 負得及ぴ負符終7後日滑加

する傾向がみられた これらの変化".ょ η高機

度の Nifedipine血中レベルでは 同一個体でー

a属医学 41巻 8号

定の運動に対 L. 1固抽出量のt仰がt.自1Il盆増
加の主因をなし。より低iI度の Niiedipint血中

レベルでは 心暗訟の噌加が.c.-m出量増加の主因

を占める可能性が示暖寄れた しかしながら以上

の結果は いずれが血行働態的に有刺カを示す結

果と はいえずl 負荷方法を含め。今後更に検討が

必要であると考えられた

玄 阪

1) CコIl001¥'C Y P. t1 .1: Asian Pad尚cAdallt-εy阻

四四 p135. Mtd Tr加 nelne. Tokl'o 1983 

2) Ku.ukawa R. el剖 Asi・nPacific d̂alal-Sy"" 

間四 p273. Med T巾 untlne. Tokyo. I叩

7) エルゴノピン負荷試験およぴ運動負荷試験

における下壁誘導陰性U波の診断的意義

日浅芳ー・l

原因道則・l

矢野勇人・1 前回利絡・1

相原

U じめに

近年!聡佳U波の幽現1:1...1心筋虚血の 1指標と

してi主恩寄れている し沿い D.m. aV，~iJ車

などの下!fUiJJのU波変化について". その復幅

が小さいことから来だ検討が不十分である 著者

らli. ergo刷 Vlne負荷および運動負荷に匁ける

下堂除場の陰性U畿の絵断的意殺について検討し

たので線告する

I 対象および方滋

1 対象

安鯵符に狭心盆状含有し。かつ ergonovine負

荷依験にて。豆輔自医荷役与f去の冠動脈内径と比依

し15%以上の狭細化を示す27例{男お例 女3例。

29-67g) を程駒民営陸組性篠L.IA例と Lて用いた

・ i 小~易赤十字術提微調お斡

・2 包島大掌医学E'官二内鈴

令・1 森 樽霊・2

ζれの対照例として， trgonoVlnt負街陰性例1∞
例を用いた また労作性狭心盆の症状があη

窓働総iU5にて 1綾のみに15%以上の冠狭窄を有

する11例(男'29略 女16例 32-69鍵}を労作告主

役心症例とした 内訳は右冠動脈狭窄"例，左前

下行枝狭窄33例である この符照例として..，レ峰

神経盆43例 健康成人路側を鰐いた

2 方法

心電濁民織は ergonQ叩 W負荷伏験で1:，n 
V" V.l房副隊を負荷前 ergonovme動法4分後ま

で 1分毎 およぴ，.，満腹削除与僚に岡崎血縁した

運動負荷飢蛾". マスターの二階段ニ盆負荷伏験

を用いI 負荷前， 負荷直後 3分後"よぴE分後

に121岩場.t電図を包録Lた u.度陰性の判定多単

として1.1，<D 2縮性あるい"険包U畿の新たな

出現 ③ 聡性U波がO.05mV以上陰性化を楢し

た鳩合を陪性とした また su:化は，負荷前に

比しO.lmV以上の偏位を陽性とした 右冠動岐
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と!I"i!撃とを対応答せ U'"陰性化の冠動脈病変

に2守する"断率について検討した

E 総 果

1. U湿隙性化の窓島PJBluaに対する"断窓

霊安 11:二れ勺の関係を示す EriQllOVint負荷

試験憧色looe時中4例にU援の陰転化を箆めた

4例"金側女性であった 方。 ergQnQ~ 川崎負

荷試験陽性27例中23例に険性U援のと白現をみた

ζのことから. U itt1i1艇の冠動脈怒縮性後心症に

対する鯵断率l久悠皮85.Z%，特異度96.0%.精

度93.7%であョた

右冠動暗に掌績を生じた例は，右冠'出掛単銀例

13例と。他分後にも生じた8備の針21例であ。た

ζれらのうも。 n~場U波め陰性化を認めた例"

18例であった 方。右冠動脈に噂織を生じな

か。た 6 例~I 例に n"噂U波変化を包めた E 

U~U埠陰性化の右冠動脈"繍に対する診断率"

感度85.1兎特 異皮83.3%。糊皮85.1%であ。た

方. ST偏{立の冠動脈辺諸性後.(;窪および右

冠動脈盟諸に付する診断窓!:，それぞれ守皮肉:

記録 1鉛a

%. 16.2% 特拠度92.0%，50.0%. ~1!l88.2% 

iOA%であ。た

2. ;J勧負荷院畿における U議陰性化の冠動岬

繍震に対するお断率 (ft2 ) 

運動負荷試験に必いて!冠動脈に有堂な器質的

冠侠気訟を有する71例'"鎗栓U費支を包的たのは51例

であった(感度“2%1遊動服病変がないにも

か か わ ら ず 陰 性U読の出現をみたのは. 101例

中79例であった(特拠度78.2%).U波槍性化は

心栂神経症16.3% 健常例6.9%に包められた

このうち 女笹例に限ると 術者で35.7% (5/ 

141 後者で15.8% (3/19)の高率に"められた

!Ima:のU様変化は右冠動線網変“例中21例

他の鮮に"例みられた !ImiJJ-u波変化の右冠動

脈縄'"に片する"断零は感度41.1% 特異.，

89.6%， tAr!:i9.2%であった

同僚に ST価低の労作性狭心"および右冠動脈

告発窄に付する診断寧" それぞ九態度64.9認

34.1% 特典度85.1%.95.5%および精度1604%

80.3%であョた

型受 1 U 謹~í;f;c:fl;.および ST蝿位のE動聴~植に討する"踊平

感度 持嶋茂 Z聖断師度

(%) (%) (%) 

証動脈単縮性i舟心症

u .. 路伝 85.2 (23/27) 96.0 (96/100) 93.7 (¥19/121) 

ST酒也 74.1 (20/27) 92.0 (9211∞) 88.2 (1l2l127) 

日揖導

U~鹿陸転 85.7 (18/21) 83.3 (5/6) 自5.1(23/27) 

ST閣也 76.2 {l6/211 50.0 (3/6) 70.4 (l9/27) 

表 2 U捜陰転ltおよびST偏位の運動員荷'"輸における拾断事

感{%n)E 
符異，. 拾断楠度

(%) (%) 

骨作性慢心症

U i.庄，.伝 66.2 (51/17) 78.2 (79/101) 73.0 (130/118) 

ST蝿也 制 .9(50/11) 85.1 (86/10Il 16.4 (136/118) 

日鴎 嘩

U控除桂 昌.9.6(120/134) 79.2 (1411118) 

ST蝿位 34.1 (15/44) 95.5 (128/134) 80.3 (143/178) 
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E 考 察

n，号越車寄の垂直館組事のじ様変化についてはほと

んど注目されていない ζれは，撮舗が胸部縁海

のそれに比し小さいこ kが原因と恩われる しか

し 本研究では冠働脈恐縮性狭い復"例中"例

(10.4%)の高率にn"海U援の陰性化を包めた

また ζの指慌の右冠動総出量縮に2守する"断ヨ院はi

態度特異度とも高かった しかも省冠動脈に

慾縮が生じた21例中 3例 ()4.3%1 I止 ST変化

を..めず Ui鹿変化が喰ーの所見であ。た

労作性狭心盆例における運働負荷民験について

も。陥盤U援は備態の存在"断のみならず 重信

度診断にも有用との報告がある しかし この喝

舎も 下壁紙導の陰性U援についてはほとんど級

告されていない 下監の心筋虚血の場合 L'電図

鯵断の何度は前竪虚血に比し劣る これはも、電図

電極位置と虚血省首位が遠い二と。虚血箆圏が小暑

いことが原因と思わ仇る 今宙の検射でも 右冠

動脈に有意鋼変があるにιカカわらず還働負荷

依駿で 51変化を生じた例は約 113に過ぎな

か。た U滋険性化I!，ST ~化よ η も特異，.

.，者医学 <1巻 "号

はやや落ちるものの!態度はよく 惨断精度の向

上に有用な指欄と恩われた

これらのことから 従来注目きれなかったE

m， aV. m講のじ波についても注目すべ&であり!

下盛領放の虚血を高率に検出するものと恩われた

ただ U'主従犯の上で注意すべ畠点は 女性例で

は 冠動脈坐縮性"よぴ労作性袋(.症とも 偽陽

性例が積率にあ門 T議棄化と同紙管愈すべき

と恩われた

結 語

1 )怒動脈忽焔佳狭4症に釘ける IT<<iJJf.i性U

援の出現は!右冠動脈畿舗に対 L，感度85.2%，

特異度96.0%。精度93.1%で， ST偏位よりも診

断事が高度であった

2 )運動負荷後のn.発揮における陰性U滋の出

現は右冠動脈の有窓狭常に対し 態度47.7%

特異，lJ:89.6% 繍皮79.2%で ST変化とほぼ向

寧であった

3l下壁続減のU夜陰性化t主 恩煽佳および労

作往狭心症とも"断よ有馬と恩われた

8) 虚血性心疾患における dipyridamole負荷体表面電位図法

111 JIl，祐彦・ 久保図 功・ 池 田 こずえ・

今回 剛・ 星 光・ 安村監司・

人巷通安ー 五十嵐 彰・ 大 山 武 紹・

立木 ~ti. 安井昭二・

虚血性.(.，oも守の鯵"においてt 選鋤負荷伏験"

心筋の"索需要地大によ η也、筋虚血を惹起させる

ー方針pyrid開 oleI! 心筋血流不均等分布を介

して心筋虚血を窓越すると考えられている 今回

-山形大学阪学院第ー内特

枝々は dipydd3mole負街と trndmi1l運勧負荷

依験を体袋盃電位留を用いて比紋し。 dipyrida

mOε 負荷試験の臨床的有周践を般討した

1 対象友び方塗

対象l主観，.含有さない労作性侠'L症患者191JIで。
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金例に冠勤羽黒写を施行している 左主併筋縄変 1

例 H技調変9例 2後病変5例 1枝病変4例

である dipyridamole負荷 I!，.'¥.lbroらに縫い

dipyridamoleを O.56img/kg ~ 4分聞かけて傍

注した“ 体表面電位図は静注煽始前及ぴ開鈎後

s分毎 zo分後までの富十5包記録した な勾袋

心痛の緩解に慣えアミノヲ 4リ;.250mg含用意

し。強い後 L'繍のときアミノフィリ'.ゅ。〈 η

静注した treadmill jII;荷 l孟 Bruceのプロト

ヨールロ従い symptoll¥limitellにて飽符し。負荷

官官及ぴ負荷直後に修表面¥i位園を'mした 阿試

験とも血圧測定叫 l分ごとに。也、電図モニタリン

グ"常時行った 体表面竜也園は。山図もの方様

に従しヘ HPM.51∞50'遣を周ぃ 体表面上81!'!!.

よ町記録した 得られた体表面電位園で ST低下

が虚血"低下と示し かっ j 点より制m，~以上

持続するO.OSmV以上の ST低下を有意とした

E 結果

対"とした 19例中有意の ST低下 1:trud 

mill負符伏線で'"例 dipyridamole負荷氏識で

ほ16例1':lZめら九た 症例{図}は 3筏病変そ

有する'"''の女性の後(..I.iË.~.をである Ireadmill 

及ぴ dipyridal!¥ole商負荷紋隷に必いて J点よ

円 6!yf.STJ網開 “

TII E，\ O~ I U. 同町四回CISl

'
6
5
&
3
2
 L M 

DIPTRIDA....OLE ld lIio 

tre~dmill 負荷~σdip)"rid~mole 負荷に
おげる SUの体表面 ~位国 162飽食性}

回 録 E問

りωmsecの時点の等電位図で ST低下の分和徳

突は G4(V，に相当)を中孔とした左前胸部であ

り 非常に気似していた

阿負荷鋭験ともに ST低下を包めた16例に必

いて ST 低下の，.表面分布様式のをを検討する

と 会側において両氏.9:MI':ほとんど差異を包め

なカヲた 体表面電位図上O.OSmV以上 ST低下

を認めたL'iI事賓の総和 ("5討を treadmi1l及u'

dipyridamoleとで比鮫した 商者聞には r=0.80 

の有意な相関が得られ 同鉱昼食にS省ける 5T低下

め'"がりは白ほぽ伺舗であった

次に dipyridamole及ぴ treadmil!の間負荷氏

畿での陽悠例及び喰性例を橿思綱審別に検討した

dipyridamole負荷陽性例ほ左主鈴節句変例((/

1)例 3伎綱変例(8/9)例 2筏病変例(4/5)例

1桟有岡渓例(ν41例であった lrudmill陽性例"

左主鉾邸調裂例(1/1)例 3校病変例{7/9}例 2 

枝病変例(4/5)例。 1枝術.，例(4/4)例を包ぬた

dipyridarnole負荷では 3校病変に陥性自慣が高い

という従来の報告がゐるが今国の検討では i伎

病変でむ陽性となる傾向を IZめた~ .C、拍訟は

げ制dmill負街で 1:::，前 71.7土 11.S/minよ η

114.1 土 20.2/mi~. dipyridamole負荷では 65.1土

9.5/minよ町 79.1玄13.1/min 収泊則血尼は

lreadmill負荷で 136.1土22.1mmHgより 158.5土

19.5mmHK. dipyridamole負荷で 143.3ま21.2 

mmHQ:よ η140.6土 18.6mmHgであヲた pres 

sure rate product I孟 Irtadmill負荷で (9.1土2.1)

X lO'mmHg!minより 08.3土4.5)X IO'mmHglr鴨川

であ η dipyrida咽 1.負荷で (9.3土1.8)x 

lO'mmHgJ min より (1 L3土 2.~) x 10'minHg/min 

となった

E 考

" 
労作位決七虚思智に2干し dipyridamωe負何奴

験を施行し (9例中 16例に虚血~ 5T低下を包め

た ニの傾俊は trudmillfI街伏"と間後度であ

勿 得られた 5T低下のEとがηは treadmil1負符

とほぼ一致 した 七 抱;t血圧 ."包surerate 

pnxlu~t での dipyridamole. (readmil!阿偽情の比

微では dipyridamole ，司酌 £ 同"副l負荷に
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比し心姶訟血圧. pnssure rate productは有意

に低〈 よ。て心筋虚血のメカニズムには孔筋叡

積寄嬰噌大の関与は小きいニとが示峻さ れた

dipyridamol~ 負荷鼠験Iま 運動負荷とは異なる.. 

，.で.(筋虚血をt震発すると考えられ虚血のメカ

ニズムの解明に有用であるとともに 安静仰臥位

緩衝医学 .1箸 ，.号

にても施行できるJLとから.臨床面でも有用であ

ることが示俊された

lt 献

1) P~t~r C Aibro. et il: AII¥ J C剖dio142:151

Nov~mber 1918. 

21杉苓但明他心眼 15(2):1日 1983

9 )冠動脈疾患患者における運動酎容能と

心室性期外収縮との関係について

神川 正- 長 尾士 之劾・ 西 山田 正・

寺図 E長・ 金子殺酎・ 木佐森恒介・

山下哲生・ 石坂恭一・ 倉 図 千 弘・

安部成彰・ 小林

冠動脈筏.~~，患者において不"脈特に心箪性期

外収緬(以下 VPC)の存在" 予後の制定よIi

要な窓味を拷っと考えられる ホルター心電図法

の渇歩に伴い 冠動脈寝息患奮の"盛 VPC，主定

動脈病変伎誌左室駆出事絡の2陸自度と相関する

J二とが毘められ.我々もすでに録音している 今

回"冠動脈疾患守者における非旬血的な弘、機能の

術保のーつである運動樹容能と。ホルタ ーレ電図

法及ぴ逮働負荷時1:u!.められる VPCとの凋係に

ついて倹酎したので報告する

I 対象笠びに方法

'"国脈途影にて主要程働総の1"以上に'"以

ょの有愈抜穆を有し，かつトレヲドミル運動負荷

氏験及びホルタ 心電図援を岡ー時期に範行した

冠動脈疾患智者“例を対象とした 鐙，，-'金6抑月

以上経過した際問色.(;筋便器"'''例盆状の安定

している労作性倹心症26例の 計64例をH%!.とし

た位別は男57名， ，:7名で年前"平均"叙で

.操伝医科大学第三内海事

明・ 山崎 易・

あり 冠動脈痢衰の程度は 1筏鋼Wl33i1司 21宣

銅変 7iJ1. 3筏術史H例であヮた

トレフドミルヨE動負荷伏験には Marquet¥e社

製 CASEを鋼い Sheffieldの訟詮によ る修正

Bruce 援にて範行L 負荷の終点"米岡也、臨調学

会の基準I二したがった ホルター心電園I三'CR

位製 dynagram12ω型を用い!也電図の思疎には

CM-5とNASAの 21舞場を周いた VPCの重症度

l主Lownand Wolfの分鎖に"づ崖 緯計学的検

'すには StudenlHest及ぴ X'検定を用いた

E 鎗 a県
トレヲドミル法及ぴホルターも 司itmli:さによる

VPCの搬出を比敏すると， トレッドミル法'"渇

%の盆例に VPCを続出したのに付し ホル タ

心電図 1:t18%の症例で VPCi:倹出し 吾らにIi

"， VPCの検出に必いては *ルター法は39.と!

トレヲドミル法の'2%に比し釣2衝の高率でJt"'

VPCを検自白した (図 1) 

ホルタ ー心電図法にて2川時間 l二包められた

VPCの総訟と 運動符録時間との関係を倹討し
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図 1 Tredmill及ぴIloltfr告をによる心室性期外収縮の検出事

だが運動均聞と VPCの緩急との聞には有意な

栂間関係"'"められな治ョた

トレッドミル法及ぴホルタ一心電図i去にて検出

表 1 Trerlm孔i注及ぴHoher法による

七重径湖外収緬の"，.皮別検出率

トレッドミ ル 法

I 0 I-ll m-" Z十

ホ o 14 o 。 14 

Jレ [-11 " 4 2 25 
タ

沼-w s s 12 25 

法 | 計 ‘L 
9 14 “ |  

Holter棲

Trndm川法

選~樹容能

き札た VPCを盆痘度別に対比して検討すると。

トレヲドミル援で"ボルタ イ(..q[悶にては包めら

れた"盆 VPC"lキ2立が検出し得伝治った し均

し トレ ヲドミル法にて認められた.，主 VPCは

1症例含除きホルター心電圃訟にて再現答れた

(表 11

対象を逼鋤献を芸能別に分須L 各鮮における未

ルタ 心電図様にて認められた VPCのI:<<I!匿を

比駁すると Bruce 1度未満め盆例では。 13例中

11例と高率にA:a:VPCを包め!その出現釧度は

Bruce 1度及。 Brucen 度以上の運動耐容能を有

する患者静に比 しいずれも有意に高値であ。た

(閲 2，よ段} 問織に運動耐容佐別にトレッド三

B'uce I 来高 Bruc~ 

図2 還動耐容行程別に""る心室性期外収苅出現繍史の~敏



1鈎6 記録

ル運動負荷時に出現した VPCを，."度別6比叙

すると 先のホルタ-~電図に比し検出寧l主低下

するが. Bruce l!.t朱渦のZ例では13例中8例と

高鍋夜に重症 VPCを包め Bru，" 1度及ぴ E 
度以ょの砕に比し有愈に重症 VPCが自己現するの

が包められた{図 2 下~i )

E 考 " 
今回の検射で11.Bruce 1度未満の運動耐容絡

が低い盆例では 24時間におけ.ホルタ 4電図

法及ぴ還動負荷鉱敏いずれの方法tニ心禽朔度に重

症 VPCが包のられた対象症例の退勤耐容能別

に心服倉テ テル時め儲指標を検前すると B川町

I度未満の症例では左室駆出率の低下と多筏m
"."，と 旬わけ 3俊樹変を多〈包めI 左室機能の

金額医掌“を 8号

低下がこのようなS量産 V陀の録図であると考え

られた さらに運動耐容能による鐙動脈疾患患者

の分類は 突然死の危胸度の高い集団を分類する

ーつの方法になる可能性が示唆されたと考える

給 路

定勘脈疾患患者における運動耐容能と ホル

ター4電図及ぴ運動負術時にまZめら礼る'L室性期

外収組 (VPC)め関係について検討し。以下の鎗

果を得た

I )ホルタ 心電図涯は 退動負荷波に比し育館

傾皮に。また，."度の高度な VPCを検出し得た

2 )運動耐容能めi盤めて低い窪例野 (Bruee1 

度条網}においては 有意に，.盆 VPCの出現を

"めた

10) 運動による血圧低下例の検討

中野 副・

西村繁華・

微

久

郎
良

英

q
a

旬
、

p

z

 

山

東

竹

選動による血亙低下は彼停"明らかではないが

血血栓心篠弘和二.，.窓・語源調変に多いと考え

られている今回我々は各種L挟恩での運動に

よる血圧低下の明度及rF観血的方援との付比を行

い その惣味について検討した

I 対象および方法

対象は トレッドミル運動負荷民駿痘働脹左

塞道修を施行した線間性心筋穂署!i15i例労 作 性

狭也、盆49例，典型検.IAjò36例肥大~H筋症"例

位狼"レ筋症10例 正常例3凶例のlt324例でみる

トレフドミル逮働負荷は既報の如〈山 12隣組事 L'

"図電極をさ安着役立位とし 血圧 'L拍 散が安定

-三.文学医n 院内向

近縫正士・

双山 領・

していることを確毘後 ベルト傾斜度10>をー定

としてベルト速度1.7mileper hour (mphl. 3.1 

moh. 4.0m凶。 4.5m酬の針4段階。各 3分間の

多段階自覚釣盛大トレヲドミル運動負荷を行ョた

ST低下は lpointから0図録Cの時点で運動に

よりO.lmV以上の水平あるいは下簡を示すもの

あるいはO.15mV以上の Juncu加o卵n問a以Id叩

示寸ものを有愈とした ST上昇tは:0.0ω4秒の時怠

でO.lmV以上J上ヒ'奥尽 しfたニ bのを有愈とした 血庄

』は主左上続節にてマン γ』ι.，ト血座E針Tを周い剥定し'

還，動噴による血庄低下u還動時の収焔納血匡が安静

立i位立時よ η低γすゐものとした このよう な逮勧

による血亙低下と ST変化s必巳よぴ冠動脹病変

左室拠瀧との関係について機討するとともに 詰

僚による効果についても検討した
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E 鑓築

1. "謹む筏患の;flbによる血Z低下の頻度

還鋤による血圧低下金宗したもの!!28!R(8.6 

.)であ。たが正常 1例金泳&すべて虚血性也、

集患であη その内訳l孟心筋便君臨時例(9.6%).

労作性袋'L'1A9例 (18.4%し典型侠レ""例

(8.3%)であ。た

2 直勤による血圧低下と Sτ愛化蓬働時間

の関係

袋心，.. 撃では ST低下が10!町 ST上昇 2例と

金例 ST変化を示し 心筋便事務でも ST低下が

11例 (73.3%)に包められた 商標ともに運動時

聞は ~Iage 1の3分以内が各々75%.67%を占め

温勧による血圧啄下lまI 低負荷により ST褒化

符に ST低下を示す:llfj定動燃講習E例に多いこと

が示された(袋 1) 

3 連動による血圧低下と志望健舵との関係

遺動による血A低下訴と血圧よ界震の左室'"張

末期医li'.室駆郎事に有意な差"..めなかった

また七続優窓際で運動日よる血圧低下と局所~3

動との伺係をみると hypokine間協川崎闘を示

す例で8.3%. d)'~ kinui~ . aoeurysmを示す例で

11.6%に遺動による血圧低下を包めたが有意な

il¥IH2めなか。た

.. ;f勧による血圧低下と冠動餓病変との関係

後心，....心筋便'"事の還動による血圧低下は

正常電鋤限 I俊病変では 3%. 2役術'"でほ10

挺 3綾病裂で1;1:21".左冠動脈.t:on!G(LMTl 

病変では48%と いわゆる重鐙冠動尿病変例で額

'"が粛〈な句 特に LMT痢変では約半訟に血圧

低7が包めら九た {図1)

Ii!錫 1初7

図1 運動による血圧低下と冠動腺病変Z裂の
闘保

s 蓮動による血圧色下と治織の勉巣

運動による血圧低下" 亙繍酪夜 カルシウム

繍抗禽 β遺書".による内終的論織により 6例中

S例は改W.AC bYPU5による舛絡的論調震によ

η2例ともに消失1..f.; 

理考 0; 

今回の成績では 温動による風圧低下"冠動脈

疾患に多〈 絡に 3伎病変 Ll>IT病変のlt症冠

動線終患に首前期'"に..められた 従来のい〈つか

の縄告では その 5enSl!1 Vll~ は3筏術史で16-

73%. LMT痢'"で'-3S指 問考では平均34%

偲皮である，-~今庖の検討では Ll>lT痢変に対

しては sens・liy;tyは<8，と これまでの成績より

むしろ諸島かヲたが白しMT. Jt主凋変の両者に対

して1;¥:33"と従来の成績とほぼー致した bのであ

旬。寵際的じ使用するパラメ ーターとLて"必ず

表 1 運動による血圧低下と ST変化遺動待問の関係

ST 孟O.lmV
depreuion d5eT pregSEer， 孟0.2mV eS咽LTevatton 孟O.lmV :耳目.，sa;;:3min

urauon 

LEeat rtant a『叫
I，nl AP 10 (83%) 81昌7%) 2 (17%) 9 (15%) 
(N=12l 

Ol>1l 
11 {73%l 6 (40%) 1 (41%) 10 (67%) 

(N -ISl 

• 
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Lも商いものではなか。た しかしながら LMT

3枝病変に対する predictiveaccuracr 1主，，%と

比較的高(，運動による血屋低下の出現陪高度冠

動脈病変を縫う所見になりうるものと考えられる

運動による血圧低下の機RFU明らかでないが。

左竃収組不盆を示す拡張型心筋盆で包められな

かったニと 血圧低下の有無で安静時左室機能に

有意な径がないζ と 血リ圧低下例では運動岬レ筋

虚血叡候を呈する高度な冠動脈鋼5置が存在するニ

と 治僚により消失することがある ζ とより 続

たに出現する広範幽な心筋虚血が左重傷能t二度化

を及ぼしているζ とは諸かと思われる Lかしな

がら，.e色也、筋虚血時の心血管反""ま復援であり，

その機序に閲しては今後なお倹肘を要する筒題で

ある

以上のように 箪鑑定動依疾患でB需の労作に

よη血!E低下を示す例が少なからず存在すると恩

最新医学 41j(!• 8号

われるが このような例のφには冠湿琉圧の低下

によ η更に4筋盆取を強め 七民死につながる可

能笠もある このよ う会意味において。運動によ

る血圧低下が内科約。外科的治僚によ η1例を徐

急消失したという成績は!運動による血亙低下例

に付する治療の2監察往を示すものと恩われる

文 a院

"山内徴。他心録時 438.1983 

2) Ya町 k刻。 T.ctJl:A固 JC川 崎152: 1025. 

1983 

3) TIIQms・nPD. el .u:Circ山岡田 52:28.1975 

.) '"川ItSR. cl al:Am H鈍 rlJ 95: 747. 1978 

引い W.J引 .1:Am J Cardiol“607. 1979 

6) Weiner 0 A. et al: AOI J Card凶 49:1627 

1982 

7) Ha...mermeisler K E. et al: Am J CUdiol 51 

1261. 1983. 
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詰ーテ ーマ I いわゆる也康者に対する軍動負荷鼠験の意義

1)体育系学生における運動負荷試験

鶴本 通・ 加磁敏平・ 若手見建一-

陰じめに

スポーッ選手にみられる安静時l'電図の ST.T

異常。運動負荷心電図におけゐ ST.T寵化の掌

穫については.来"完分に解明さ札て犯らずl 自

徐神経 無症候性の僧帽弁逸製や非対写本性中隔肥

厚"等の関与が述べられているが なお不明な 点

が多い殺々低 スポーッ思 6隼以上の体宥系学

生'"例を"象に多段階沼動負荷双Z携を施行し

心エヨ-.t安防均七割E図とJt紋検討した

I 対象と方法

対象l企スポーγ屋"匹以ょの経験を有する体育

系学生(鱒"銚健 明らか令"習をL疾患を有与な

い)119明{鈎，，.例，女s例)で!隼脆は18-22

'"平均隼il'sI9.21a)である スポーツ信自は長

距雄2s例野正案zo例短箆鍾"例サヲカー"例

，グピー"例 ヲ fールド峻U10f崎 テユス。水

泳。ハンドポール各々 9. 7， 4例である 自転

車L>ゴ'ータは図1に示すごと〈 金例開始9・

筋去を関w叫とし 坐低で旬剛健歯車の漸増員野

.行い l*iJ-!! 1， U 町 V:， V.， V.を用い

負街中止，.織は呼吸困鍵 7政復労等による自信

W 両側

，. 
。"
i・・

"""拘陶酬・，..Eu.d.. 

胸 ・舞げ

畑山I...c...'"' ."....叫同酬刷m

"'.....4..唱..e.."・，..，.
山内山 山山刷

. ...~叫M酬の

T;a...・‘
s ・・!I._1 
図 ， ..ゴメ ー，負荷心電図

.昭拘大学屡がE病院循羽"内"

皐固伝法緒持園鶴である 負荷心電図の向性5i1

U負荷φないL負荷直後の， mm以ょの虚血栓と

恩わ丸る ST保下と し 偽陽性"."孟負荷中ない

し負荷直後のT議の，.化{ただ l，町怨噂のみの

場合Iま除外}と Lた

多段陪運動負荷を随行 した'"例会側に心エ

ヨ 図金行い 各温パラメータnを測定し Trol'

ら=の方法で"率重量 (LVmass)を計測した

E 鎗泉

"多段目面温動負?育館験と心エコー図との対比

体育系学生119例の週動負荷鉱験は，陽往7例

(5.9")，偽陽性13例 (10.9")であη '"に

選動負碑陰性偽Z奇怪陽性各鮮における心エ

ヨ 学的パ，メ ータを示した

ニれらパラメ ータのやより 也、室中繍厚 左蜜

後室修左，.，.量を陰色惇(10. 偽陥色鮮 (F)， 

陥佳僻{刊でIt・2検討しと{箇 2. 3) 

，.重@隅'"は羽 F， P'手は各々 5.47土0.75

6.12;1; 1切 '.89士。“IIIm/m'で左玄後堅.. 

I! NI浮5.31土0.80.F "5.20土1.11，pnS.89士

。“mmlmであ η. 各府間に有意表"包めな

か。たが， N停に比¥... F， PIl!でむ震...隔の肥

厚傾向を示し さらに左重俊曳11:P r撃で肥厚傾向

告示した

"室』極量"刊惇106::!:17.6.n事102土9.5，P 

砕106土 18.4g/聞で。各総聞に有.~穫はな し"

"問重量であ，た また非付称性中隔..軍心

尖温暖見匹。僧帽弁;a鹿児は"められなか。た

2 )多段儲温勧貧荷S実験と安縛時'u'G:図との

対比

体育系学生'"例の安静時 l'包団よ V.lA'iiJで

3.0mV以」じの高官E位進を"例 (36%)に m 

ferior le3ds (と〈にmlA'ijJ)の雌性T波を39例
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心エコ一月号見と還勧負荷民骸." 
Wall削"問.. ." f'atienl.l 

t耐hertise 
LVMaulgl 

'"土"(131-272) 

lVS出 削】 LVPWTd!・刷 LVDd(風船

52土3.9
(45-62) 

9.'ま1.3
(8-12) 

9.'企1.5
(7-12) 

1..念日1
(1.5-2.1) " Negallve 

¥16+30 
0・1-245)"土14.&

(44-63) 
9.6:目5
(9-10) 

10.3H2 
(8-12) 

1.7:0.2 
(1.5-2.3) 

13 

7 10'企28
(5)-220) 

"企5.1
(41-55) 

1・1ま0.4
(I0-11l 

10.3定1.3
(8-12) 

1.7ま日2
(1.5-1.9J 

Positi胞

. : .op同，，~

，柚.陶"".， : "，蜘 b刷

-刷・胸"凶
川阻山 川

，: POW潤白岡"

1・
ー

. ， ， 
印刷噛

左翼Jt量と運動負符心電図
{体表箭績で補正}

国 3

..動負街

民間 剛

剛山ESlltu

<..室中慨服、左翠後e..と

心電図(体表車検で補正)

回2

岬川町
側、I，;U，O，"V

N剛山

.~.“. 

Mm+削

剛

山

間 同 叩

安調'時~電園と還魁負荷心電図図4

;nf~r;or ¥udsの陰性T訟は険性が，.. 偽陽性

19泌 諸島性，，%であ。た 高電位差と険性 T穫を

有する例で"半数"陰性であヲたが 17%に偽陽

性 33諸に陽性を示した

問者の所見すなわち寓電位裂と

inlerior ¥eadsの陰性T波の所見を有している例

は12例 (IO%) に包めた これ勺安静時心電図所

見と負荷心電図の結果を比叙した{図 4) 

133引に包め

安野湾心電図よ高電位差を有する例め77%は

負荷陰性で.10%に偽陽也'3%こ陽性告示した



U986.8) 

田考信および諸施

我々の成績では。スポーγ医6年以ょの若年ス

ポ叩ツ選手;二必げる還動負荷陽性は。 1)安続時

心電図」ヒ inl~rior leadsの..佳T畿と 3.0rnV以

よ (V.)の夜竜也釜を有する例の33%に包められ.

"心室~'"および左Z後墜のわずかな定厚傾向

を示した

スポー フ選手伝みられる負得心1i~置における

ST.T夜化の意義は来だ充分に解明.礼て..ず

また会〈無'"えなスポーツ選手のφに連動中また

は直後に突然死する例があると ε札るが その機

'"はいまだ明縫でない若年スポ ツ選手の突然

死測の例検所見l叫主!肥大型心筋昼が多いとされ

ている

今回選動負荷稲憶を示した例の~に!負戸母

舘鋒 19l1 

訓Tl 心筋ン νチグラヲ~-~緯行 し得た例があ

り!結果"陰憶であラた ζのことは若年スポー

ツ遣手にみら九る還動負荷渇性"虚血色也実理の

存在を示怨するものでなしいわゆる -Ialse

p。SRive-の可能性を釆g愛するものかも知れない

また我々の還動負宿渇佳i24レ筋のわずか生息巴軍傾

向.示したが今後二れらの一部が肥大型七筋実

に修行する宵飽色もあ可 畏闘にわたる注意深い

観務が重要であると恩われた

支 自院

1) Maron B J. eI・1;Cir~叫鉱閉皿 62. : 2. 1 8. 1980

2) Sohn 01創 al:C丸山l組側 58: 1072.1978， 

3) Troy B L. eI al: Circu13lion 4S: 602. 1972 

4) ¥VaUer B F; In E.ercise and the Hurt (eιb， 
Wenser N Kl. p 9. PhH:ad“phi.. F.... 0制 Z

1985-_ 

2 )健康者におけるメデイカルチェックのための

運動負荷試験について

坂本静男ー

小野彰一・

村山正博・

U じめに

川久埠

板井

当院に ωmゅUleras釦stedsyslern for extrclSe 

(CA5E)が場入されて以来。昭和50年7月よ η昭

和的年12月までの18カ月間ロ. treadmill ~xereise 

testは13国各ロ実施された 今回".その令もで

いわ吻る健t持者1'::t-tして施行さ仇たむのにつき検

討Lた

.悶'貫通信網院!tQS内外

t膏・

勉・

元山幹雄・

加藤紀久・

I 対象と方法

今回"象とな q た!いわゆる健民持者とは 現鍋

底に符記するものがな<. Bruee proto<:ol IV・仏

」ヒを完退で島た者とし，その trcadmill郎官。拠

隠れの目的は 1)定期閣にスポーツを。。てい

る人のメデイカルチzック 飽名。"ニ札から

運動をする人のメヂfカルチ.ヲタ 29名。 31

虚血性心喫患の除外 "名((0~盆状 27~協}

(j)非特異的信状 51.s)であ η 実箱人数r!195 

名であった また heartrate (URI • systolic 

刷。d pressure (sBPI' pressure n阻 produCI
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(PRP)の忽代"の平均0・.'"ぬる織には，いわ

ゆるスポーフマ〆と'"満智(媛治体重よ句 1"以

上多い者}を除いた男急対象者で算出した 10-

19・ 2 名2O-39it...Z4名初-~9....8S名

60-79..... ~名

倹討項目は。 1)Brutt prol⑮001各'b..にS請

ける tfR. ，BP . PRP. 2)いわ吻る健康者におけ

る蜘ddtnstr胆 湖川sUertlHとmult;..u，解法と

の比..，引いわ吻る健康考にUける tre<ldmil1

t~erdu tut後の懲訟な血圧下降についてである

E 鎗 果

震 1に各牟代での 伺R.sBp.PRPを示 Lて

いる 各 '0"での HRU:， B同信 E・までは年

代ととむに多 〈なり 島町..・以上では遣に年

代とともに少な〈会る傾向が包められる 運動処

方の際のーつのE安と金る Br4iew-e。皿unHR 

は， 20-3ぬ畿では114/m肌 40-5911では165/min

であり mnn pnk HRは，各.183/剛 n，169/ 

."である .& st:aatでの，BPは。 BruceV・.

除けば隼齢ととむに粛〈なる傾向が包ぬられる

Bruce LV"での me<lnsBPは 20-39畿でほ17.

mmHg， 40-S9aでは 178園田 H，であ勾 mnn 

peak .BPは問者 150皿mH，である 各 S(lstでの

PRP 11， Bruce U'までは年齢ととむに高 〈仕る

傾向があ。， peak uerciseでほ隼おとともに少

な〈会る傾向tl!l'l， puk PRP 1.1各年1tで約おお

温翠且""

OT下関'"
目

• 
"'脚"

V白

~Il 180t'# 
581' 11‘網開舗E

記

" 
1913 

xw司mHg/llli聞にめると!!.仇る

‘1-52.主での男性"名に対して，安静時より

急激に BruciLV'まで負荷をあげる制dden町 e

nuous exerclse testを施符Lたその際の Bruce

W'.よぴV・の HRおよび ，BPと ‘0-49患の

男色‘2名の multi.su~ 法にH ける Bruce 町 ・ 匁

よf/V'~ HR J>ょU，BPとが比駁された ，" 

dtn Sl rtn凶..の方が，BP が~~高<. HRがや

や少令めであるが有愈釜は飽めていない その

制“enstrenuous 時計cisetestにて.，削ニ著明な

ST T陽を包めたがI そのうも 3名では multi

stage畿では ST下降は犯の会施、，た 他の 1名

低血wlt;.slalJe法で ST下陽"経後するも.会お

ST下降はI!めら仇た図 3ほその 1名の

tnroKImil1 uen:i~ tntの鎗a院を示 Lている

図"ま 還動負荷中止直線に息調陵な血症下降

(，BP::iil∞悶削 H，1を呈した 7名の負街前中後

の，BPと HRを示している pe~k s8P 116mmHg 

が，負荷中止直後よ吻 l分以内に93mmHgにまで

~iIt~血圧下緑..こ L ている 同線l二，HRほ

183/lIIinから1351minへと減少していゐ

思考 情

沼"処方の防岬ーつの自習をとなる''"回 W・の

HRと peakHRとを比般 Lてみると 今回の

dat3から I.1ZO-391ilでほ Br¥lceLV・，での .. 

-59e.では ''"ω 姐・までの負荷置の運動を勧め

包鍾旦丘旦旦旦，!!it;

君"阿'"
a主国連

".酬
V白

"R 11ft錫
581' lfj)同開"

図 1

S.J.47iil. !iII怪
l湿鎗，調書..f1 ~診，チ陰色》
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図2 運動中止世の血圧下揖 (SBP::it∞田皿")

るペーと恩われる

suddcn Slrenuous exercise時の ST低下は

Barnardらによると.健康人の70%<らいに包め

られると銀管寄れている 'T下降の機序砥 突

然の」指数 分テコラミ y 制目や忽滋な収縮期血

圧上昇による心筋a血が鍾却されているが術的

な樋停よりも生理的な機停によるものだろ?とき

れている

運動中止直後の急訟な血医下降の録告は K" 

povich and Sinningによりなされているがその

俊序l左京摘録抹が低下Lているのに運動後に血管

翠動神経の緊張がすみやかに回復しないと。筋肉

中に退廃の血濯がoi溜 L 循環血限量の減少をも

たらし 4拍也量減少し 収縮鋼血圧下陣になる

とされている

館 館

いわゆる健康者における Bruce protocol各

自民での HR• sBP. PRP組 ddenlilr刷凶usex 

erClseと岡山I.S13ge法との比較倹置す 運賃負荷

中止寵後の患訟な血圧下降について鰻告Lた
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3 ) 運 動 耐 容 能，左室後能および末楕循環機能に

及ぽす肥満の影響と性差

畏谷弘記..

町芥器、

張 先哲ー，

石函恵一・i

露木和夫・2

矢吹

赤池

社・1

Jt・，

緒 君

鍾常者に匁いて...調は温..，骨容健全制限する

軍要令因子と考えられている"ー鍍に 還動置す

容胞をg慢す般も客観点令指標と Lて 念大酸素，.

取量 (VO，ma~) が用いら丸るが!加齢宇佐差等

の付倒的園子によ。て霊長容されるたの!年齢.性

の異.る対象者の運動耐容を縛価する楢爆として

Vo，.“を鋼いることは"ずしら妥当とは考え彊

い局今囲網般による彫審宏繍外した上で，鑓

常者のiI鋤樹容貨をとその鍵定図子である左窪機能

およぴ家例循環後艇に及tます樫潤の彫"について

男色と女性とに分けて検針した

I 対象と方tま

SedenlUy ~健常者'"名 {男色".名，女性

".名}に均して。 E民針fied8ru~e prg見付。4金扇

いた symplomlimiled tr四 dm川 ucre.utUIを.. 

行 L. VO"nu. 般大也、他:.. (HR刷心，最大

"凶叩'"蹴eproducts (PRPmu)量測定し，隼齢

と~パ，メーターの回帰ま宅金求めた 次G.男性

2指名と女色'"各金選択 Lて， TIZの計算式に

"0て， . fiぞれの f.. 川島IttIonalIe刊，.阻似"

問 en¥(F AIl. left ventricular imp~irmtnl (L VI)， 

heut ralt impairmtnt ( HRIlおよぴ ~ripher31

創 rC¥llatoryimpairment (PC[) ~求の各対象者

の梱付的体重(，剖ativeweight)との縄問関係に

ついて検討した

. ，東縄犬掌11掌e'町三内" ・小回雌2・Q1i~両院

Frtdicttd VC姻 u-Obstfvωvo.I!tUFAI'" ......_-，_._-~._...- 司一ー戸田{指)

Pr!'dicttd VQIIWi 

hdicttd PRPm畑一Obur\~PRf'lDu: 
L~・ X!OO (%)

，，~隠健d'"凪U

PreoJkted HR冊目ーObmvtdHR.IIu 
HRJ'" ~ .' • "ft Xl∞(%J Predicled HRmu 

間(話)・FAI(%トLVI(%1

0"・四吋IlIIfm)・石器誌持7X附 )

Rdatift 

なお，この場合の Prtdictdとは seden

IlIryな健常者全体において求められた回帰式加

よりのI ある年齢に汁する予i胸fiIであり

Obstrvω とは。 各"象者偏人の実剥Iil!である

また Rd:u:ivc wcigluの計算方法は Br¥lctら"

に従，た

E 錯'.，

( 1) F刈と，，'副V・W・Ightとの欄鵬間目撃

(園， ) 

FA'と rtlative....eightとの"には。 9唱詮 (， 

・0.372)女性 (r""O.31})ともに荷量な正姻「唱が

'"のられIそれぞ札 Y--SO.39+0.S17X. Y-

-39.J3+0.371Xのー次回鍋弐が成立する

( 2) LVlとrelatlvewelghtとの織r.nr.. ，係
LV'と relative叫唱h，との聞に"，男性(，-

-0.136)女性(，.・ -0.tI3)ともに何ら有意G

相関関係"1・られなか。た
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HRIと relatlvewa凶hlとの組問問係

との閣には.男性"，

--0.055)女 性(，・ 0.022) ともに何ら有愈

争相間関係が得られな効。た

(4) 

(3) 

'‘ relative weil防1HRIと
初

x
 

m剛l
a
 

+
〈

鍋

w
h
q

鈎
醐

S
一-u

v'E
・

。
との欄間関係relat1ve we国MとPCI -" 

{図 2)

i
E
i
l
i
 

男性(， -relative we;，htとの聞に巳PCIと-1ω'" 
恥 1・脚・-・，..，

R山 h・dlpbotwteo ..1.".. ..ir~1 .04 r..<l.I...1 
岡山岡山0¥1.岡山町山肌

.‘ 1‘。‘ • ともに有愈な正相関が0.308)女 性 (，・0.311)

y-それぞれ Y--30∞+O.312X，

-39.33+0.3nxのー次回帰草食が成立する

'‘ 
実

肥満は冠状動脈祭患や舞尿病の怠饗な riskfa~ 

と考えられている そこで.加齢という付加

釣因子を除外することによ 9 て，隼齢の異なる対

ωr 

象者の運動生型機能に友lます恩;債の彫響について

解価した それらの結果肥満度の増大に伴ってI

逮鋤E首容儀が低下し

'"められ

考E 

Y・-21.II+O.21IX
r・・・即1，<0.0051
・・ ".

m 

。

その'"悶が左盆綴位の低下

家柄循環慢舵の低下による

R・I・出国;p"'，w四，，1..1..".lrU ..d I制 御 凶

...肱『・1>11..・..1. "".....，.嗣m，'・・....

図 1 穂村的体.(relative ~iaht)と
1・erobicj"'pa;，m崎川 (FAI) 

'‘ 

I，~ 

との

-... 品

m
aZ
1
帥

"
 

品
川R

 

• a陶

-00 

zlazi--i 
によるものでほな〈。

Cbronotropicな.(;

復帰tニ2ずして 肥満が何ら.，響を及ぼすことがな

いとの結果も得られた

またζ とが明らかとな。た

~!IIpse)' ら匂や Oavi白

body Ula5S "たりの VQ，m:u:は非健調者に比

較して肥満者でl孟有意に劣っていると線告し!

固の著者らの研究会支持している

I.~ 

今

還働しか L

耐容能の低下原因を左室後能と家相循環復位とに

分けて静酒した研究は少な〈。まして非観血的に

ら創はこれまで

v・一掬羽+・ sηx
F圃 0.3'1%1，α醐 i

・・'"

'‘ 
初

。
-00 

• 1・0• 絢

=izzai--zs 卸値した報告"包められない ζのような肥調者

家循循環機能が低下するのは。肥満者

では触を"散する必要性から 皮膚循環量が増加

動静脈厳索橡度税差が低下するため伽であろ

号と考えられる

今回の研究で"

'‘ 
R.I .. 川州"，......凶¥10....旬以・04，.tlþ~<t.1 
.I~I. ，・t1 l.p.l..・..10 .od..t.ry・....1...

肥満度の泊僚として州民".

に~いて

C. 

relalive weii'山"治体

必ず しも肥満腐の指僚と Lて道

切ではないが今図の対象が ndent;tryな健常者

であることを考慮した場合肥調度の指得として

relat;vt weii"htを用いることに"何ら問題がない

也のと考えられる

y・-lU3.・e幻"
t.. 0.311 (，<0醐

・・1鑓

ー般にW引ghlt用いた

..示して必り l

'‘ m 

• 
-" 

• d‘ 
1・0-.. ・".IW"'"， ...1酬

• " 

z
g』

-
2
2
3
S
E
a
-
E

~"山...ip 1>0，.田川凶"・均h...4 ，.riph，.1 
山 ・"町 1・p.I....1I・岡山町胴....， ...... 

図 2 相'.的体盆 (relat;ve
peripbor副創削"町

(pcJ)との相間関係

weigh¥) 
imJ>>.irment 

と
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鑓 題

{Il加齢による彫容を自信外した FAI，LVI， HRI 

および PCIという指慢を用いることによって。

運動員持容能，心後健，さらに耳開循環後能に及;ま

すPlil句の~容を静'"した

(21肥満は鍵常者の運動国防容能を低.，.させ!そ

の"盛は左4心機能の低下ではなし求倒循環復艇

の低ずであろうと考えられた

金泊。本研究は小包原循環穆病院後光智博士

の指導7にてなされた

支 賦
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4) Cardiovascular Fitness lndexについて

証露恒男・ι 務辺孝太2s" 加藤 弘 ・，

U じのに

近年中高年を含むいわゆる健常者の健康滑造

的エアロピクスが盛んに.?た ζの防 いわ。

る体力とも省われるもののうち 心鮪惚曜を中心

とLた金身の滋衰退搬機能容量の簡便な定量化

Zま催表示が出来れば白還動量の指示 連創療法

身体トレ ニングの効保判定令どにも役立つ 従

来のこのような体力じ関する指探"体厳禁消習を量

と.(飽訟によるむのが多〈 岨'血IIの要素の入っ

たものが会か。た 本橋で述べる指廷は，心拾"

HRと収沼問血圧sP，の関与するものである

. ~議文学臨床忍掌示内将 ・'同体育制学.

1 ω脈管適応指敏 cardiovascuJar

f山師引ndex(CVFI)の考え方

主にエアロピタスを中心とした忍動"'カをみる

とSには循環系の磁驚運搬能力を考えるべ怠で

あろう 身体労作時循環系の貧但または4心筋健

常消安量2を doublcpr凶 uctDP (.ysl. BP X HR) 

で代表すればれ体館者消費量 VO，とむ筋限繁消

俊量 MVQ，の比 VO:lMVO，は VOz!OPとなり

さらに VO，は労作の外的適働省量 EWと場最と考

えてもよい 符燥な身体の状懇でない限η。同じ

EWに付して位。ほほ同量の厳禁の消費が必要と

いうよZとである このよ号に考えると vo，JOP 

は EW/OPと直後が町能で，ニの憧" 問 外

的仕事を行う隔の循環系のエネルギ効率 また

は循環系の館者還問効事を表すとも雷える すな

わち岡 仕事をより小さい DP，-L.他款と血圧の



1918 le 鱒

上昇で行えれ" .その仕事を支える循環系の負担

は少なし効寧が夫だ。たと考えるわけである

さら h 伎の人たちが自分の体力がどの径震か

を知η，重た検査の結果として教える時にI 同健

常.人の何パーセント〈らいです"とSきすと理リ腕

し易い これを %CVF!と呼ぶと l 下院の釦<v 

0，測定せずに D'の比となる

EW!DP examined 
%CVFI・士τ千云士ーー÷ー←Xl∞-

DP !tandard ・τ古.ー---.Xl∞
一nandardは各1I 各務各段階での健常箸年

成人男女それぞれの運動貧初時 D'反応平勾値で

ある

ここに例を示すと 65畿の男性で Sruceプロ

トコ ルの $tageDにてHR140. SPS 180乏で反

応従，て D"ま252X 10'となる岡段階の健

常膏年男子 D'反応備は筆者らの検肘では179X

10'である故 "CVFll!179!お2Xl∞・11.0%

とな。た ζれは，この牽例の退動に付する.t，O，
管適応効率が. 2沿線前後の健常鹿人の約71%であ

ることを示す ニのよ令な表示l孟胞にもたやす〈

寝殿出来る良い方法と曾えよう

2. %CVFI"出時に考開局する基調匡包

身体各器官の徳能容量を併置する時各年代の

平均値からの舗位の度舎によりみる法と 完成寄

れた状懸からの衰退の大Sさよりみる法があろう

かと患われる CVFI Ij:健康股の錨保としてら使

用きれ得るうえ 身体トレーニング~拾得に

よ。て よ句健曾なもの より金Sものを窓向す

る局面での."容が多治ろう訟に あえて若年成人

男女 20農前僚の£身ともに成人して朱だ衰過を

みaと恩われる瀞...敢に選んだ

また この指数は還働負荷時の循環系反応から

震と位するため 負荷法および負初の stageごとに

器撤舗を決めねばならぬ周いる負荷援は各錨股

によ句種々異なる歓 .."値の作成にほ多〈の"

力制いる し喝し-，.ζの催が"足寄れると纏め

て便利なものとなゐ

ft街医学 41Jf..8管

3 筆者.の様討による DP反応基事情

対a院は司ド学ー敏男子 女子学生および特に

physical“凶句Sの優れているものと Lての"働

選手幹(サ，ヵー郎員}とした

男子23名 21.3:1.6.e..170.3:6.3cm ω7  

主6.1kg.BSA 1.66土O.llm' 女子22名 19.9cm

:u.e.. 151.3土3.9cm.51.3全5.2匂 1.46:

0.08m'.ザヲカ-，部員18名 19.6土l.IJit. 110.1 

企2.2cm.64.3:U.Okg. 1.70土0.03m'の針鈎名

各君事にトレヲドミル TM法についてほ.平地歩

行代用としての slOlle0"濃I 高齢者用に作った

sloJ)e 10"固定接および，，，町法とした e伝車

ユルゴメータ BE法も多段階法。臥包坐位につ

いて範行し 特に臥位 BE法でほ色繁拍車R法愉に

よる血行動患の検討をも行ョ た 袈 1I#. TM主主

における DPiIi--*値である

4 性差と運動選手

一位男子を様副院として女色と還働選手の

%CVF!を計第してみると 遷勘選手は予mした

釦<1∞%以ょの割引r.normalな値とな η 女性

は低自に.る

図"主む抽出量と 0'との比をみた也のである

が男性ー般学生にえペ還動選手は高値をと η

女性は低鑓と なる すなわち。同一循環系の労カ

ロ付し運動選手"効率よく血寵ポンプが作働L

女性で"ニ札が小きい これはち aうど"CVFI

と問傾閣を来し。血行力学面からの裏付けとな 9

ている 也、鈎幽霊舎町。恥 induに置供えても

問微な傾向がみられる

5.HRfJ'包p，か

D'は。 HRと""の績であるが.その因子毎

の反応傾向をみると図2の鈎〈なる 健常男性は.

I!lき中央に分布するのに対 L.還問選手ほ同一-

D'傭双曲線上で左上方，すなわち低心抱".血

圧やや高自な位置にあη.女性"逆に右下方，す

なわち禽.f.-ttI:x.低血庄"であることがわかる

従ヲて 医師側と Lては.この内容によ。て指示，

役碕処方の検討の資料とする ζとが可能である
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x • "...h' 一同

l固 w...町 a " 
胃

園' <4由出量l:DP l:町比

向山

~-単 ，... CO/OP 

事.

ベ一 か」
泊、叫u

個

• -阻止'
.11".. 

-・

6. '"中ヵテコラ ミ，

ζ れらの負荷前後に~ける血中脅テョ，ミ>.

m定すると ー鍍男性にJtL 還動選手ではノル

エピホヲ リ〆の反応量が少な <. "慢ではかな句

大11，0:11大反応を示す {図嶋} ζれは。心抽象

の広島からも権制."陸えように.問ー''''還動量

.'女憶に"cてほ相付的湿鈴姐，.と LてJt般的.. 

<， jJtI:還手にと。てia縫いζ とを意味Lている

ζのニと低!健常者の棟割怖笹倉..う樋合 男性に

は男性女性にl孟女性の欄繊包含使うペSこと告

示唆Lていると考えられる

勝 句 吋

-・刷

1州 • 

.11"，"山}

国 2 BiC1d~ ~r・p・山r (25-1ωw.u 

7. " 例

"鍍の男性の phY1ic<l1tninlnl例である " "  

IloP4!の TMテストで鈎箇Iminすなわち略."

同時間 118，BP 22Z11凪縫，て DPX}O.'1': 

262.01，0:る反応を示した ζ九I:"CVFIにする

と駒..である ‘抱月の aerobictraininrの俄

伺ー還御量に対L.， HR IQ.I， BP 1621拠 DP 

168.5， "CVFIは94.2"と金町 町成りの惚，.

flに近づ〈良い効果を也たらしたことが理解され

る 心電薗のJ患の降下も改""ているよ うにみ

える
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N 剛 』
園 A

h 同

‘-申 ー一 町 "-
"鴫 E楢

'‘・ • 期

p 刷 局 国" t個別岬 '帥

。"I.，r司 ••• 2 ・ 1岨，・'圃‘。.，・..". ••• 圃， -凶・ IM.l 
.~ -・ 1 島占 長這 匙占

J3 
国 3 僅例 KT 63YO M 

お わ '1 

以ょの釦<. "CVFIなる指数"，遺創負荷時

に簡 " 信実に'"定可能f"， .(.錨急.収縮錫血圧か

ら"幽可健傘点 かつ身体....の完成した。しか

も朱"織飽の退化をみない鈴鹿前後の成人に関す

る鑑‘~il.illとして%表示する点理解され..い

physicll traininliや..剣効条例定にも利用されう

る簡便な僧訟と恩われる

支隊

1) 8rucc R A: E ... JuatiOll 01 lu岡崎naJupat;ily 

ftl析医学 "・ a号

岡山口uω'm問。1cardiu p，llIents. 

M“ern Cono:・問。fClord剛舗 E防$25:321 

1956. 

2) Bruee RA. KU$ulII! F. HO$III(r D:Maxima! 0""， 
'CD iOllke and n。醐rrlphJe嶋田阻刷。t

(uoct.ioqaJ aerobie…01 l岡 ωrdiovascul・r
di.....色 AmHunJ 85:5‘6. 1973. 

3) Slrno(f 5J. arlun同 ldE. We!eb GH:H皿“Y

踊剛山1"11liOillllSof叫"岡山叩00.， 
出 1M曲制ialref，...~ctω 岡山.\1...，

Jndu. NIl J Ph~JoI 192: U8. 1958 

4) Nt!切nR R. Go(cl F L. JOI"償問enCR:H....ody 

踊 ...ieprcdicton o(剛山白1同脚醐…dlln崎 山ic.nd dy岡山…

C片山畑釦 1119. 1刊

5) Sttwar!. G N: The・..，ωt01 tlw: hc・R 岨-
A陶 JP円~7liol 51:21. 1921 

6) Hamω>D W H. Remiorton 1 W: co聞I>>ri網..，
tht lim. cone.ntra帥叩咽 l泊同町..，副

“dil(ulib!e剛醐diffus!b!t$lIb民間伺叫閉

山 …Y.AII J PhySio! 1絹

35. 19~8 

5 )若年，熟年.高年者における循環応答のプロフィール

山 口 ー即・ 小~栄一・ 宮沢光瑠・

加耐による循環機能夜化を 週飴負荷に付する

応答織吹から候変した

I 対象と方溢

対象..傘て健厳男子で 加齢によ句 Y側 目g

(Y)膨ω名鈎ーお平均Z71t， Mi“!f (Ml 

野"名 50-61 平均S71t. Senior (5)'字‘名

69-71 平均70鍵の3静に分"Lた y Cf.J1運動

家.含まないが， M及ぴSの21事.. 山形M属高齢

化位会研究所主催の健康教室お加者ょη..，た怠

.山膨大学中央険牽E

願者で y"よ句も OLる日常身体活動が，.度で

あ。た 各例において仰臥位サイクリング3分毎

漸淘負術後による是大負荷武験を施行し 安修時

"ぴ各負荷段階...冬1分間における分時限棄をR取

霊 (Vo，;OJa呼気分続惨"による)..(姶出量

(Q ;色禽精製塗に よる)，平t!J1II!1Jft.e:(mAP; M 

""σSI.は肘働0¥..判。 y，・1孟カヲ法によるl.

4心拍散 (HR; ，(;電閣法による)を捌定した VO， 

JOょη動餅服陸宮崎肢を{・vO，D)， Q/HRよ句1

闘循出量 (SV)，Q/mAPょη*附血管ヨ μ グタタ

シ，俗C)を算定した "値"平勾健主傷$偏差

で援した
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M沼崎8)

99~13. 87土19m1/b旬。
s 鮮のQ1:1∞w以上で

{各々 102土10

は加齢と共こ"下した

'"化せず

u' 5V 
繍成E 

HRが上昇し 5Vが低ずするいわゆる

drift現象を呈した

園 3"体循環応答をd・5CX叫 P関係箔移で

s 
111玄7

金例下肢..労で運動を中止した

鮮の..終負荷量"各q148土19，129;13， 

また体重当た ηのa医大 VO.は34.8::4.3.

M， y， 

示す !IIAP IまY君事で;孟扱太負荷音寺125主llmmHr

まで緩徐に上昇したのに対し， M及ぴ"字では2s

各々 161土14

ー方綾大負荷時 5C

は各4145土15.103土20.78:t 7ml/min 'mmHgと

加齢による低下が顕著であョた

16日S土W ですでに ζれを凌鴛し

lOmmHgまでに上昇Lた

31.3=3.4， 29.0土3.9ml/lllio'kgでI

る運動能力低下は経度であった

負荷量減淘に伴う VO.-QXavQ.D関

係の推修を示すが， 31字ともに企及ぴ avO，Oの

噌加によ ηVO.が岨加する須似の権移をたどっ

加齢によ

、v

回 1I主

12.2士l.Ovol%と間程"をまで増加したの

に対L.， Q Iま各叫8.2::1:2.1

1.41//I¥ioと細菌信と共h 低健全示した

国"ま 心応答を6・HRXSV関係推移として

最大負荷時の

155土20bpm) 及

考案とまとめ田

11.8 avO.D 1.1各々 12.4土1.6最大負荷時，

土1.6，

た

筆者らは先に老人ホ ム在住10歳代健常例子

における運動能力の著しい低下を報告した仰が

"手に ~Iずる運動能力{般大 VQ，)

13.2土16.4土2.5.

今回の""

の低""ま予想外に程度で&った

3""似の経過を示したが示す

"にそのー要素

勝

l筒:!:12 {各々 119主 10，HR 

y!撃とほぼ待し〈

血泡との酸喬授受像股"

である avO，D~医大僅"

日常生活で physic~1ωndition川川区に配慮すれば，

少な〈とも10緩までは鈎-30織のレベルを完分保

持叶@ることが立征された 佐犬 VQ，低下は!

もう つの要素である後大Q. Il~ち i宮崎系による

血波還銀能力の低下と対応した{周 I) 

を4Lペ手動箇で比蚊すると 27"から5iIItまでの30

年聞の"化ょ ηも その後13年間の変化が大なる

傾向が毘のら九た(函" 即色偉大 HR

左室駆出分固など 還島崎ポンプ得能低下が高齢

者の也、 (presbycardia)の符僚として従来より指

摘されてきたが加i

この，~.

5V， 

及u'末倒組織における

、 J・
E • A 

。V叩・Mld<lle..... 

M

T

 

• 

，. 

，。

d‘ 

a 

ー

ー

" -
z
i
z
i
 

ζれらは60緩から10綾にカけ

2。
Ca，"'.c。剛山

健常3俸の修内館衰退割程泊... の権移

" " 
問• • ， 

a‘ 

臼1

-w--L耐"ijl附d'"師、.w_，

。V叩

0"刷 初

日町
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" 
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i
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明

'"' gO 100 120 "。
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健常3""七行動機移

関
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血3 健常3輔の修循環動.m監修

" 
ω 

" 

は僅少であ。た ζの代償機転は

介 Lて友重;fl';'-プ機能抑制に働魯 presb}'cardia 

の動態を修飾するー要図と'"肱された

以上加齢による運動碍循環慢能変化は

りら血管系において早期且つ級事:二出現L

的に"血圧反応の釜として明砲に把?室谷丸ること

後負荷t智大を

具体

<よ

て"在化すると考えられる

ところで媛大。は心機能の街僚というよりは

循現系金体の機能の御機であηI血管機能との筒

遣を無視できない体循環応答の比鮫(図 3)で

1::， MC撃がs君事に返侵したことから 加齢による

血管彼自宅変化t!presbycardia 出現よ"はるかに

" 
1)山ロー釘:他山.医象

2)小鈴~-.勉呼吸と循環

3)宮沢光掲他国老医金It"“ 19目

的t.li)"anwaK. ct 剖 T・ho~u， Exp Med 、"
177，1984 

2:63. 198~ 

33: 285. 19&5. 

ヌ

を示した先行すると考えられた ニ九".，代で院に始まる

とされる大働旅の解創学的変化{働尿硬化}

起毎せる 運動時血管機能変化は，.悦血管i

細小勘腺の鉱復位低?として杷煩されたがi

レベルでも阜期よ η硬化佳変化が遂行するのかど

家制血曹の"'銀色低下1::， 

同運動負街時。の年齢差

を懇

町ち

この

.AP うか興味深い

の」ヒ昇で代償されて



(l986.S) 紀鎗 2犯3

6) 健康人との比較による運動耐容能評価から行った

労作狭心症の重症度判定

住藤 尚・

豊 崎信雄・

伊吹山手晴・

1 " 
的

竹内

森

近年。多段階還財負荷試験ょ η運動酎容能を用

いて冠動峨綱変の.由度全判定しようとする伏み

が伝き九るように令。てきた しかし。運動樹容

能を僻値する場合.年齢や法体重等の生理的な

軍;;1を除外しなければ.Itの運動爵容能の野舗と

はなりf・.い夜々"健康人に必げる.c相 反応及

び墨勘持続時周に及ぽす生理的な"容を険討し，

これら健康人との比紋による運動耐容能の野錨か

ら 冠動峨術変の.r.震度判定を試みた

II jj 象

健康人とは坐実的活動者で!血圧 正 常 胸 部

X線上 CTR逼50% 安鯵防及ぴ負荷レ篭図上興

需を包めなか?た135名である

労作狭 LagE者l主 運動負荷民主実にて決心痛ι

虚血性心電箇変化とを包めた4'例であゐ

省堂後有H15%以上とし定".. 術交により 袋

帯が75%粂測の者と予後良好と思わ札る"寓.，叫

6以外のー後調iI':"を縫鑑定動線網1<'字 (mild

CAD). stgment 6の 1校病変と多佼病安全.iA

冠動脈病変傍 (seve同 CAD)とに大別した

E フ守 注

融・

浩 一

西 日L 示・

内山置史・

trC1Se test合馬いた

N 結果と考案

(け健康人における温.."続時間に対する

彼等2路・体貨の務審

'"'自の運動負荷研究会で当数室の重量崎が銭安

しだ知〈 還動待続押間"年齢に進相関 体重に

E縄問し 男性の方が女性よ ηも長か合た 食時

i主簡便4二予湖沼動附開聞が得られるよ号にノモ

グラム金作成したお

(2) 但康人における心抱反応に対する性

年齢体震の彫書

体重によるu.:では 釜a医大負荷時には体重の

短い者"どむ抽象"高健を示すが 伝大負荷時に

"修lH:よる還"包めな治，た

年舗による影容でほ 亙最大負街時には差.m
"令カったが。念大負荷"で"加鈴に伴ぃ低健全

示した また位による..濁 心捻訟の2皇位mめな

か。た す会わ色白級高.L'他誌t主体重注の艇事

俗受けず年齢と逆徳明を示した (r -191.2-

0.51 X年齢}

(3) 健康人との比般による還勤耐容震をを

周いた労作娘心症の.;t!l判定

以上の綿無から得られる極成人の予制運動得後

時間 (PredIcledET)。及ぴ予iftItft荷'L.'拍故

坐位自伝"エルゴメータを用い 3ゆWattより (Pred附 ωHRIに付する実測値 (ObsenedET 

開始し。 3分毎に20Wallずつ濡増する低負符プ Observed HR)の低下旬!!:t EltercIse Time Impair 

E トコールによる.，m明。m.limittωrnaximaltlt. menl (ETIl. Hurt RJte ImpJirmtnt (HRl)と し

て次式にて求めた

.東京医将大学病=内科
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と町iにつもs

右に最高，(;拍数 (HR)

絞イレ盆患者に泊ける変動をみたものである

2 . 3に示したよろな高齢で体"の程い女性

と HRIについて労作

• 
図'"左に還勘持続時間 (ET)

て，

• 

:AI 

ME 

t
E
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E
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• ETl 1:後'摩する

逆に体重の"い若

P<U11 '" ‘ '・
ET1により

は ETでは不aなf.を示しても

と釜ほどでないことがわ治る

い男性では ETは怠好な値を示すが

Eし〈野価するニともできる

2 

ー-

• " 

ET1 

HRIを用いることにより実潤催による過大評価。

過tj，a乎備を防ぐことができる

図 21ま左に ETとETIr 

すなわち

• 調右に HRとHRIを周

• 
-1: 

" 
1・

severt CADの比較である

ETで

mild CADと

ET • ETIともに岡織の有愈，..包めるが，

lまばらつきが大きいのに対し

いた

ー"-，・ET1ではばらつき

• -" ー"m;ld CAO 1:金例30%以下であ。たが少な〈

画 面1IiI~ CAO It...<d:AD HRIにおいHR ' HRIも阿梅の省堂差がみられ

Co"， p~ri剛 of uerciso p..ameter~ 
~twe.n mild CAO and即時CAO

図2

点線

て mildCAO は金例20%以下であ。た

図 3，ま績馳に ET!.縦舶に HRIを取り，

は健康人の mun土2S0に相当する ETI30% ' 

Relalionshlp belween HR and HRJ Relalionship be嗣郎 ETan~ ETI 

11.11， 
‘..， "・9
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(1986.8) 記録 1'"

臥9・・"醐・."

歯 3 Prl'dIctioR 01鈍 vuity01 CAO in tatItnts wit~ effort ansina 

HR120%を示している 斜線で示した ETI迄30%

又11HRI~20% を severe CAO の陽性:5~院とする

と Sensitivity は78%， Specili也氏yは1∞..
Pos;t;ve Predictivt Actllracyは1∞%であった

鎗 .. 

労作後レ復の盆盆度判定は退勧耐容舵ょ η可艇

であり.健康人との比'"千億はその診断司障を更に

'"めるものと期待される

叉 m 
l) 8rooh N. et al; Isolated disease 01 lelt uttr 

ior descendintω阿川aryartuy. Anriolinp~ ic 

制 cliniul$!udy 01 218附 ients. 8r Hurt J 

47; 71. 1982 

2l皇制信組 L疾患患者の運鋤前容維のlf億一

遺動1専務防聞に及ぼす年齢 " .  性のs.'l'.l

東医大lt 43 (1);53. 19目

7) 中高年者の運動処方に関 Lて

字佳美帽久・

大森美和・

栗原

中野

運動処方に運動負荷民験は.Q:.mであり 健常奮

を対象とする際に b 潜在する疾患 と〈に運動

の泉忌となる諸島守含発見するたのに および体力

を測定し2運動量を処方するために有憲集である

箆友繍院内僻

正・ 井上 徹・

毘-

本線告は，いわゆる健常奮を対象とした仰に }留

をする疾哩を先見するたのに役立つ連動負苛鼠織

の意義について述べる

I '"査対象

鼠釜lttllまi 以下S二途べる"事よ η令る "手
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健康管理の行わ九ている砲喝の
中年男性鮮における還勘トレー
ユ〆グ訴止者の出現$
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僧姐#ロ'"窄窪

大動脈舟閉鎖不全盛

左窒信大

肝微能異常

損掲血庄{安静および運動時)

繍発.，皇位期外収縮
{安鯵Sヨよぴ運動時}

はある金属製造会社に属する中年男怯，"0名(乏

に40俊代)である 11草山定期的"健康診断をう

け健康管理が行われている篠図から 中高年体力

作り織進めー環として算集され逮動負荷昨験を

含むメッカルチ品ヲタを空けた人たもである 第

DI掌S中高隼主体のヘルスクラプ員約1依調。名で，

定期的に還働負荷""を受けている人たちである

E 鮮に"個人経営者 開禽医など，健康管理が充

分行われていない人たもが多い

1.6% 13 
連齢負荷鼠駿の方濯E 

健歓，~

表2

% 

%

%

%
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1
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2 還勧角荷心電図.，低下似の遷..負荷

タリウムソノチグラフィ ー

[シーメンス社製

(毛デル361および RE8ZO)) を用い，体盆 1k， 

~た η1 ワ，ト(l位 4 鎗 5 入} よ η開鎗し 2 

分間備で30ワヲト増量し!自覚的畿大まで負荷L

た 測定項目隠 ECG 血圧{カヲ議} 呼気ガス

分野{アニマ社製オー トエア0ピクス}である

E騨では坐位エルゴメーター(モナルタ社製} 金

属い トレーニング開始前には男色4S0kpIIII分と

鉱.旬.1分各3分間I 女色では3∞kpml分と<50

kpml分。各 3分間とし. トレーエuグ経過中で

ほ年齢別予iJ.!<t.嶋監の，，%レベル告自律として負

荷量を3省大 Lた潤定項目は血座開フ法}

健康管理の行わ"ている現場の
中年男盤勝巳おける還鋤負荷.. 
験の異常出現率

11浮では坐位エルゴメ ーター

例訟

i5 

l' .. 
5T. T異常

不"脹
異常な血底上鼻

a眠症状のいbゆる健常者に見られた還動負荷心

電図の ST"下が虚血に起国する吟否カを検討

するため 運動負荷タリウム心筋 γ ンチグ，

ヲ，-を待。た

I 院にお昨る ST低下例g例における

1例に必いて心尖下"に欠舗の提

いがあるのみであった

署警4はDI手における4心筋νyチグラ ヲィーの成

'!3は。

成績であるが.

と

1 健常例にお"る連動"忌例の傾~

11写'""暗中に還魁トレーニユングから除外され

た例を褒 1に示す 安僻時に存在した高血圧ある

いは附同絡が遂動負荷試験によ。て絶対隷患と

きれるレベルロ遣した例が各0.38話あり 合計

O~76泌が運勘負荷民忠実によ ，て運動の不遭を判定

a長舘E 

ECGである

績である 平棄の健康管理が充分で傘し年齢の

痛い DC手における ST低下例の心筋ンンチグラ

ヲィーでは。瞬らかな到底浪欠績が証明iされる例が

11手におけるよりも..い しかしこの鮮において

も負荷.(.1'4.図の偽陽性例が包められる

3 中年男性におげる..動負荷鴎血圧の

正常範囲についで

ききに述べたよろ 巳運動負荷取の血圧の上昇の

正常震図E股定するため. l!Iの""代 40'"代

およ"50徒代男性について 著者らの負荷法I二必

.れ得た

襲'"絶付隷忌とならないが. トレ エ μ グ畳

の甑限 あるいは。きらに締査が必要であ。た例

を示す ST 異常の毒劇障は 水平あるいは下行佳

1 mmであったが 1.5mmを超える低下例"な

かった またご〈散発した心室性およびよ室性期

外崎間百は 不!lUf，の例数から除かれている 血庄

の異常上昇とは 後に遥べる基携を経えて上昇し

た例である



ける'""の玄.定置を末めた 漢 51:安置場時およ

び4普段階におけるカフ擦の収縮期血圧の平均必よ

ぴ棟割隣偏2重である 111の対象例1!3Sit以後から

30儀ftでは平均年齢37.9:: 

50縫代53.0土

1921 鍋

" 
運S随処方における ttlTl運動負荷

ννチグラ 7，ーの."，測

(1986，8) 

褒 3

事趣鴇』ニおける体力作， (男色)

"，まれているためI

40t/1 ftで 11:43.0:!:2.6復I

。。各年代を代表するにはかたよ ηが

あるが， 応の基虫駆として示す

ζの値を"に Lて，収調剤庄の安静値に対する

」じ，患の平鈎と様;0偏差を求め， ζれよ η平均+2

..，臨傭還として収縮期庄のJヒ昇Jヒ限を求めたのが

褒 6で。われわれの負荷法に必いて奥底度を判定

する基調院である

1.411. 

2.1..で

" 
欠'" ST母下 5VPC

ST低下

ST低下

ST低下

ST低下

ST低下

ST 低下 SVPC

ST低下

ST低下

通a手温冷

‘s 
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‘z 
‘5 ‘. 35 
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Su.picioUI 

a働処方位おける 1~IT l 運動負荷:'-:，，'1"グラ ヲィ の応用例
中高牟対象アスレチックタラブ

表‘

トレ ユy グ

0
0
0
0
0
0
 
企

x 

x 

x 

y ンチ欠鍋

@
@
e
e
e
e
e
e
e
e
 

ST低下

PVC 

ST低下 血屋L昇

ST依下

ST低下

ST低下

ST低下

ST低下

ST低下刷舗

ST低下，る信大

修大下テスト

金大下テ.~ ト

金大下テスト

最大下テス ト

最大下テスト

最大下テス ト

最大下テスト

最大，テス ト

金大下テスト

俊夫下テス ト

S.T.65m 

O. M. 38 f. 

A何"f. 

K.S.S6m 

5.S.52f. 

K.M. 46 m 

N.M.43f 

K.T.47m 

K. T. 

K. T 
“官L

"仇

Z 

• 4

5
6
 7
8

，。

鍵官官~'"男佳の遅刻時限劇白羽血æ(坐低~ルプ〆ーター )褒 5

" 
Stalie ‘ 

51.3+30W 
Slage 3 

51. 2+30W 
Slage 2 

51. 1+鈎 W
s‘age 1 
I Walt/kl 安

" 196.1 

20.7 

30 

t“。
22.7 

羽

110.7 

20. 1 

30 

1‘9.5 
16.8 

30 

121. t 

12.2 

。

凡

M

S

30後代
(37.9%1川

82 

198.0 

2z .1 

'‘ 18ゆ l

21.0 
1

0
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L
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7

2
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151.1 

20.0 
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九

M

S

ω歳代

(43.0土2.6)

6 

195.0 

I~ .4 

7 

192.0 

12.6 

8 

178.8 

13.0 

a 
151.3 

14.8 

a 
114.5 

1Z.1 
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払

M

S

50<0代
{幻 O土2.1)



1'" 

表 6

30後代

'"歳代

記 錫

健常中年男惜問返g簡略収緩珊血圧上昇上"
(坐位Zルゴ〆 タ M+2S. D.) 

Suge 1 Suge Z Stl.ge 3 51&明 4

56 

" 
8S 

" 

N 考

103 

1∞ 

'" 

116 

111 

1 健常者に対する多段階最大負荷滋について

自転車エルゴメ ーターを用いる多段措最大負荷

法として。毎分10ヮ"，あるいは 2分ごとにお

ワフト漸増する方法が提唱さ札ている この帰の

初期負荷量としては予忽される身体活動レ代ルに

応じて切ないし1∞ヲ γ トを選。ぺきであるとも

曾われている われわれは対象とする集団がほ

ぼ等しい身体活動レベルを有すること また恋

大 L岨訟の是大厳禁係取量のような生体の最大反

応を見るのみならず各負荷レベルでの血昆値を

観策する目的があるため 後験者に問ーの生物学

的仕事を与える体震あた句の負荷量を段定Lた

本負荷詮によると 健常中年男性が12分以内に最

大に達し得たが これは俵大負荷伏験は生体の

"労による底織の修鈎を道けるべきであり 12分

以内に終了することが皇室しいという健寮に合致

する釦 ただ 最終段階で初ヮ，ト槽加寸ること

は.all肌バ L近い生体にと 9て過量であ。たこ

とも経験された

2 健常例における運動負荷山電図の倫目船主

について

わ札われが対象とした I君事においてもE影 1':j; 

いてら。負荷u電園陽性例のほとんどは負荷タリ

ウムシンチグラフィーにて異常を示さなか9た

続査法自体の精度がー定であ。ても I 対~とする

集団における疾患の傾疫の高低によって predie

tive valueが拠なるという Baye'stheo旧 mによ。

歳新医学..巷 S号

て示されているように" 無症状の健常者に必け

る負荷£電図所見は trueposltlveに比較 して

f.1鍵抑制tlveが多〈な η，positive pred凶，"

value Iま低〈なる それゆえ負荷心電図陽性例は

より特集盤の高齢、岐点検によヲて碕かめられる必要

があろう

3 健常者の遭勘時の血Z慣について

運動中の血圧値はカヲ法では不正碕であるため9

-Ir.r書志の線告があるとはいえ僚級Lうる，"'院に

乏しい不正確であるとはいえ.日常の負荷試験

に際して内圧を測定することは不可舵であるので

われわれはー応カフ法による正常値を侵出したが

特に信頼性に乏しい鉱張湖血圧については成績を

鐙出しなか。た われわれの成績l!ft退後鉛され

た Franzらの成績よ旬やぞ高値である副が その

袈の生じる原窟については不明である 運動中の

過度の血圧上昇者l主 将来高血圧を発盆する狽茂

が商事いとも曾わすも句 また 長期トレ エνグに

伴号事故発生も商いと冨われているので!寝室常者

の負荷時血圧の判定"重要な問鍾で 正常鐘の憧

立が必要である

lt 献

1) Bay也 T:An ess.y toward. solving prob¥em ;n 

"，加rine01 oban... Pbilos TriUlS R soc 

Lond 53: 570. 1763， eit. Gihs‘n RS a白川 OA 

Beller; Sbould Exer~i$e El~町。，，~rdiQIIT3 pbic

T.sting S. Reゅlae.dby RadioisolOpe Methods? 

" 臼ntroversie.in Co叩 "A町 D出掛

F A Davis Comp3ny. PhillMlpbia. 1983 

2) Frao: 1 W 鍋 dMeUerow;回目 M皿 hodischeund 

"出凶pphysiolO8'i.obGrun訓~.n der 

['lOm.!r;.. Htr: 7: 29-41. 1982 

3) Fran! I W: Er~om .tri. b.i Hoehdruekkr;lnk伺

So悶Ki'r_V.rlag.Borlin. 1982 

4) }ack羽 nA S. .1 .u ; Pred臥凶n01 Future Rn附n宿

HYP"rten.;o包 IT<lmEurci鈍 BloodPre臼 ure. 1 

c"副acRehb 3; 263.268， 1983 
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統一テー マ E 彊動負荷鼠験と予後

1 ) マスター法とトレ ッドミル法との比較

豊淘功次叫

緩家研一"

古賀聖士"

古賀後 P'!・2

長図滞 司 ・i

芦鳩裕徳川

心筋梗窃患者の予畿は冠動脈網裂のJI症度や左

.(..飽と関係があるという線i!i'~が多いが ζ 

れは多〈の観血約制段差によ"ものである 今回

実々は 還鋤負荷民畿と予f金主的鱒保を明らかに

するために トレ，ドミルにN 多段階運動貧伺

試験で得られた各指標について検討した また Z

段......より求められた遭勧能力と予後との関係

も検討した

1 i4~民および方洛

昭和"隼..から59.9JIまでに岩手専に入院レ

たt筋便毒患智の今色。心不全..，.羽「必燥が.

"Ol復期会いし縫縛聞に電動脈逮彫を含む<，，.

カテ テル検葦 トレヲドミルによる多段階a動

負荷訴事実を符い憎た328闘の生死"'-lf死因.調

査した温rf'JU!rIl11平均2.4..退路事'"岬%で

#"た "心..."のII例を除<311例(男性七2潤伊札

女後初例平均..齢56.2ま9，5・.，を分析旬l1".
とした 分併に廓いた因子は年前I 心電図民よ町

野信Lた健司E舗位およびQ訟の武心筋梗11およ

び禽血皮の"也の有無栂尿病の有思総ヨレス

テロール値僧.!'Jb嶋Z弘左宣舷媛終湖底 4係

歓Uよぴ僧綱弁進淀川有無めII項目およぴトレ ヲ

ドミルによる温勧角倒伏線で1専られた包子である

トレ ，ドミルによる多段階還動負荷銃強は原則

として 8rllO:f法をmぃI 爺の雀例で!孟山叫

fitld~tmいた 自覚症置危険な虚像め出現

あるい".碍 c.，m;主(予測..大心狛訟の85循}へ

の到遣を週働中止星取としl その時売の湿.111l1li

a遺棄係取量 心拍~ 収招期血圧を訓定した

she!litld法...いた僅例でI主運動時間1.16分帽を

・1久留朱大写01・S 1II=:判併
"久留朱大掌循Q.，買錫究所

減じた健とした また温動中旬 1mm以上の 57

変 化呼吸図建駒鏑血A低下.よぴ有意の不

護服の出現の宥舞の1t9lJB'U貧討した 2階段

負荷民Ill!マスターZ階段銃殺に$じて行ョた

負荷伎の腐街。呼吸困種の幽現必よ lf心電図に必

ける 10.以上の 5T備位 T畿の陰健化陰性

T'震の相夫 陰性U穫の硲現および有置の不"般

の出現金運動能力解価の""隼とLた マスターの

棟割院量(シングル)以下でこのような腕見の幽現

する例をシングル来満i ダブルで出現する側企ダ

ブル朱i禽I グプルでも出現しない例をダブル以上

とL，予伎との関係金検討した よ犯の各因子に

ついて生命表理鎗により生存.鎌倉作砲し 予後

との関係を検討した 危険$0防省以下を有意と

した

E 信果

317M，，". 16附叫嶋死例であり ろも llO時が

"梗11，3例が突然晴 ".が心不全死であった

傘症例の 1隼生存率は鈎%. 5写生存ヨ11:1189%で

あ。た 8項目の生存曲線による検討の絡調快...

Iに示す relative risk印刷は般よ段の停に対

する. ~ø:"の鎗を示している 袈 1左に示す留

保所見II項目では， "'.・E鋼fi:t10.H主醇に'jし

3!主"で2 銘俗，左主鈴."町."，で4.2~ tffの霞陵

であ，たが。有.，皇室IU!の.か。た しかL2段

院にltl...左主e季節野は1.24f告の RRであ η，有

意..をuめた 他の10項目では有量遣をはuめられ

な命令た

運動負荷試験で得られた 9項目の縞操を表 1右

4ニ尽す 還動時間 6分未満..泰桝思量 5METs 

来i苅 心抱:!I;120bnt/ l!Iin来凋収締期血庄'"

・・H，来混の...よぴ還働中に 5TT陪胸衡



1930 12 録 ..街盛学 .1巻 8号

褒 1 臨床所見および運動負荷民政よ q得 η れたzc因子における

5牟生存率と Rela.‘iveRisk 

国

1.'< 

臨床形見

手 S年生存率(%).. 
..歳以下

5()-59ilt以下

60段以よ

2 穫"郁位

92.1 

90.6 

82.3 

s2 

下"s!!+下箆

".7 
93.0 

66.1 

3.Qia:良
5以下

6以上

4. .(.，筋便穫の既L主

なし

あ吻

5 高山鹿

なし

M 

6. ..尿病

なし

あり

91.4 

76‘ 
".8 
92.3 

90.0 

85.4 

81.8 

91.5 

R.R 

7.09 

3.61 

0.96 

7.68 

1.11 

1.61 

1. 31 

0.70 

?総コレステロ ル

219以下

220は上

8 冠動尿病ま

o. 1技術費

2桟術変

3枝病蛮

左主僻a応病苦E

9 左""扱終""
13来機

13以上

10 心係寝室

s朱満

s以上

11 僧柑弁退，.

なし

あり

89.4 

".3 

81.5 

91.3 

76.6 

60.0 

箇 3

".3 

87.9 

85.7 

" .. 
82.6 

1.14 

0.48 

2.68 

'.74 

1.03 

1.02 

2.50 

R.R.: R.I.，;vo R;.. 

箇

運動負布町民敏

子 5等生存国民(%) RしR

l 還動鈎周

6分以上

3 -6分来満

3分 末 機

2 敗禽f摂取量

5METs以上

5METs朱欄

3 心拍歓

120以よ

120来機

‘ 収縮期血圧

140J:.l上

140未満

0

0

0

 

7

9

1

 

9

8

6

 

6.25 

10∞… 

95.0 

65.8 8.33 ・

95.4 

69.6 5.89・・・

93.4 

68.9 7 .14 

S. S T奮化

ST不蛮

5T上界

5T下陽

6 時吸図霞

なし

あり

?蜘術

をし

あり

8 血圧低下

なし

あq

s不 " 脈

なL.. 

0

0

8

 

錨

Mm
符

1.40 

5.05・・

90.0 

82.0 1.73 

92.6 

65.6 1.89・

92。
57.0 7.98'" 

89.0 

".9 2ω 

'p<O.05 "p<O.OI -'p<。刷 R.R.:R・，，，同町山

血圧低下の包められた群I本 有窓に予後不良で

あーた退勤中に 5Tよ昇呼吸困限不盤燃の

包められた鮮の予後".それらの所見の尚現しな

か。た併と有意塁走包めなか，た

z陪段伏般による還働能力別の生存司障を図 1さ

に示す ダブル以ょの鮮の 5等生存率は1∞%で

あっ久 γJグル以上ダブル来摘。 y ングル来構
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'" ， ，槽俊民..と，..ドミル飢餓による週勘..刀と予後との閲需

の務"ダプル以上の群に比し 有意に予後不"で

あ。た 2階段試験で yングル来満と評価された

"例のトレヲドミル伏験での政務係取量1:4.2土

1.4METs 問答集にシ J グル以上グプル未調と評

価された129例のa実務績取量115.8土1.4MET$

ダブル以上"事価された1"例の..寝泊R取量1:7.7

会1.5METsで'0た そこでトレヲドミル訳畿

の繍処よ句 5METs未満。 5ME円以よ 1METs 

未満 7 MET$以上の".に分良質した各鮮の生存

事は 園 1右に示すように2階段試験の生存事と

近似した催であった

E 考 書

慢性期.(;筋便"患者の予後.左右する大島な因

子" 窓動脈痢涯の箪盆度およぴ便"換の大さき

あるいは左心機能であるとされている1哨 今 回

の検討では臨床研見l!羽宮中 程動脈痢衰の重症

，.のみ予織との関逮を示したが Q読の盆左室

往型"冬期II，.(.，係訟必よぴ僧e智弁退協は予1金と明

ら泊な侃遺を示さなかoた こ'"の僧偲のみで

"復，..院の大Sさや左心慢舵野信にヲヒ分とは君え

ないが 今(2JH象とした4心不会.il雌不盤1慢の会

い 少令〈と b shdfi~Jd i去による運動負荷''''

が可綾な 3-4~IETs 以上の運動飽カ含有する慢

性期心信担".では その予慢を左右する""大暑

な図子が""眠術変のill''''である可飽位があろ

う

ー方運動負荷伏験でぼ 9項目中 7項自が予後

との関還を示し 負荷鋭騰は慢性鰍む筋捜禽の予

後僻舗に有用であると考えられた McN(erら-

11， iI動負荷試験に包ける省軍の ST変化

Druee法での山陵 {週a臨時綱)"よV最大.C'岨

誌が予後の将舗に有繍である としているが。本窃

究でも低レベル還動時に虚血が'"ききれる4定例"

予II不良でお。た

ー方 ST上昇母呼吸困穏など左.(，4規範を反映す

ると考えられる指標低I 予告企との関連が明らかで

はなか?t~. We;nerら川久運動負荷伏験に.け

る ST下陣 運動時間 kともに S."守ロ，プ

iレ鉱大の省無"どlr:.i.拠飽と間遣した循憎ら間"

に予後静偏に有用である としている Bruceら、

HammeTmeisterら“は む"左心後舵と予後と

の間舗を2監視しており <舷犬。遺批時聞の短縮

とともに収糧問血圧の低値"羽皿mH，棄損}を

"..している 本儒究でも 限縮問血圧 1紛

mmHa以下の鮮は予f長不aで'0たが虚血と関

連した所見で.るのか '"心ぬ能低下と間違 Lた

所見であるのかは明暗でlまな"...， !:. 

いず仇にしでも遅刻飽カの低い復例は予後も不

良であη 2階段""とトレヲドミル絞殺の運動

能力""の各議は異なるが Z階段伏線による.. 

信也予俸の'"剥に布周であるミとが"めら丸た
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またトレフト!ミル鼠験との比綬カらは ン〆グル

量以下l孟5METs以下 ダブル量以よほ 1MET$ 

以ょに陪ぽ相当すると考えられた

支 隊

11 Bruschke A V G. et・J;Cir<ulation162:1H1 

1913 

2) Bruscbh A V G. et al : Circulalion 162: 1154 

1973 

後新医学。‘"普 ..， 
3) Weiner DA. tl al:Am Hean J 105:749 

1983 

4) Bururf GW. el al:Circulatlon Sl: 146.1975 

5) Verm~叫en A. el al: Am Hun J 105: 798 

1983 

6) McNeer J F. et al: Circul・I;on57:6~. 1978 

1) Bruce R A. el al: Am J Cardiol 39: 833. 1971 

8) Hammtrmei$ler K E. et al， Circu1alion 59: 421 

1979 

2 )長期経過観察からみた運動負荷 ECG

および心筋シンチグラフィ ー

野原陸司・ 神原啓文・ 鈴木幸 田 ・

河合忠

これまで冠動脈途彫を施行した患者にア J ケー

ト関去を施行し ζれを利用して 患者の生死に

関した予後のみでな〈 目常生活あるいは胸郷衡

に付して トレッドミル運動負荷ないし運動負荷

シJ チグラ7<ーが何らかの形で予後判定をし

仰ないかを今回検討した

1 対象及び方法

アンクート関牽を行，たのは152名であり。そ

のうち 3名ほ初回検査ょ ηこのア νケートをする

までの平勾66.7ま48.0カR内に死亡していた 男

女比ば 123:29.年献は26-75緩までで平幼58コK

9伎であヲた 傘例に程勧脈進彫が随行されてい

るが 15%以上を有意の後窄として O筏疾患が

"名 1綾疾患51名 2枝筏.!.29名 3校終息1.

名である 初固検牽鰭め最於お断は袋心室79名

.，筋筏君事"名虚血性也、疾包19名胸 繍 盆 候 野9

名である このうら トレッドミル負荷テストの

データが使えるもの8同名 負荷y ンチグラフィー

.京."学医学&第三内科

の使えるもの"名であ。た ζの両者のデータは

前簡の冠働総橿息指数!鍛終惨断の内訳において.

有愈な差はなか。た

トレ，ドミル負荷テスト 1:.Bruce法を用いて

sympton limitedの最大負荷をかけた また負荷

シンチはI ヱルゴメーターを使用して 3分間ごと

に2SWatlずつ漸増する多段階運動負荷法とし

問~ symplon 1i固'"法にて袋71分前に IO'Tl

2 mCi t 1Dtl:し。内narSdnliil'aphyにより負荷

直後と 2時間後の徹像を行。た シンチグラ

フイ による defect$開"は.以前に"線告Lて

いるとお ηでhる 今回我々が周いた7ンケート

"9項目にわたるものであ。たが， ζの予後調査

に対Lて3項gのみ利用した

E 鉱泉

まず"初のアー，ケ トであゐ

'現在の健康状態についてお答え下きい

• 8常生活に何ら支隊生い

b 際段絞道界.. 時動停怠切れが強い

C トイレに行く 雌を告たうといったご〈普通
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の勧伶をしても動惇息切れがある

d 床についた生活である

ー死 亡 」

この項.，志、ほほ NYHAの 1・-4・に相当して

いる 紘たちの礎物練法の目的が冒常生活i二何ら

支掃ないというところにあるため。この項目のう

ち..)を GrOUII1として。 b)-~)を Group 2 

として よ二の向者聞の検討を行った

まず。冠動脈疾患の催患後故金みると I 箇 1の

ように。 2校集患. 3校侯思を合わせた多筏鍵型

の頻度において而グループ聞に有奪還があり(p 

>0.00. Group 2に多い

まと期首都繍があるかどうかとのアンケートに付

して. Reslと ε/{ort時の盤を比敏 してみると!

図のように Group1と2の聞には有意差はない

胸部婦の強度の差については明らかでない Lか

し Group 2 (こ死亡例.'3 例 ~ηi そのうち 2

例"心臓死であった GroUD 1巳は死亡例措な

か9 た

また G，ω，1と2の聞で也、ヵテ時の安静時 EF

をみると，わずか Group1の方が良いが有意で

はなかうた

また句 OWup期間中の drugtreatm~nt の釜を

みながI ここにも差はなか9た{園2) 両省と

も85-卯%に薄物練法が複線されていた 主な'"

剤は!カル y ウム指抗刻i あるいは血管鉱張3震で

主主且1旦盟国盟主

「可一一つユ「

。岬1 。'叫Z

国 1

包鍋凶国

~勺 Fヒ

トレ 7 ドミル負荷テスト (111勃察法前のもの)

の箸果をみると 還働時聞は G，ω" 1が8.8土

， • 1分 G"川p2が'.8土2.8分と有意i!lがあ η

(P<O.Oll. また endpointにおける doublepm-

duct (x 10') ::. Group 1が23.7=:6.7，Group 

2は19.9土5.5i;有意差があり (P<O.Ol)， -1i 
ST levelの低下ほ Group 1と2に有奪還をを認め

なか。た(図1) これを Bruceの 51ep2以上

到iIできるかどうかといろニとで Group1と2

.比敏してJ弘ると 明らカに有意差があ勿

G"川p1では10%の人が step2をクリア して

いることになる このように Bruceslep 2以上

できる人の平均5年後の生活上の支障については

このように釜がは。さりと出る まと endpoint 

に絡げる還動時の心拍数に関しても Group 1 

と2では有意な"があり Graup Iで主平均14C

で よ η4寸自訟のよ昇が可能で~。た

また2・TIンJ チの deft<:tsωrーでは{図 2右

下}。退勤時に明らかに有意差があるが!安修時

の ddects問。"に援を..めなか。た しかし!

standard devi3tion (SO)が大きいので，検討の余

地はある

次のアンケ ト項目にうつる

『経近も鐙作があ勾ますか (はい!いいえ}

rl，tPJ と"えられた方，その側度::どうな。

三単重"担民 -'旦"-

岡崎崎

「ー一一-， li rー「

。，岬， "岬， "坤， .'坤2
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且

'AV 

J巴

A 

ていますか

. ..少している

b 不変である

一

-A刷

e 増加している 』

何働

ft続医学 411!'8号

Z笠旦皇E且2旦旦'-'主主旦

且

A 

2盟孟1単哩~

図2

と匙畠..... 也A -"-占笠ー

戸耳

..  鑑u鍵~
ppul 

戸司

‘- -， 
差"生じなか，た すなbちI このS者への分類

はトレヲドミルでは予測できないことになる

胸邸衡があるかないかとい号検討を，碩剣拾療

さらに ζ れを同線に削TIシンチについて

行ラてみると。陶."舗があるかないかとい令こと

で明らかに有意差がある{図 3左下).cbest pain 

の反応としては，絢部衡のない人と緩少している が将来もありうる人は (Yn) 飢TLdd，艇は大

人の阿君"，，-ぃ反応であろうと考えそれ山市の 魯〈出る これを前と岡織に. N，と YU1 e 

絢鼠衡のある人と比舵検討を行。た らなみに Yu 2， 3を分けてJt・nてみると 有意筆が出

この項圃の a， b. C U.， Yrs 1. Yes 2， Yes たのは。 N。と答えた人と Ycs2，3e替えた人

3とLて図(図3)の如〈表示し 比寧をみ.と であヮたす会わち。胸郎衡が変化しないが悪〈

N。と答えた人 e，Yesと答えた人のろち ・と なる人と。痛みがない人とに飢TIシンチで還をが

答えた人 (Yn 刊の和は 10"近〈を占める '"たことιなる 安静時の有窓鑑ほ包のなかヲた

この N。と答えた人 e.Yesと答えと人のろち また.日常ユトログリセリ>.使日用している人

トレッドミルを行ョた人の。 doubleproduct.還 と使用していない人とで，トレヲドミルテストの

動持侵略聞. ST 変化については。問者金〈差が ..が舗ないかということで検討したのが図 3(有

ない h と答えた人と Yts 1， Yts 2と3を 下}である Lカし doubleproduct持続碕問

比駁してみて.. 3者鯖にトレ ッドミルで"有意 ST密化とも有意な差U簡な治った
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血』

:I用

ι 
1・喝.. 噌.. 

陶酔1則

E 考寮忍びまとめ

今回検討した対象の中には 心鼠死を 2入会ん

だが死亡率の予後判定加よりも，むしろ日常生

活レベルにおける予後判定金 トレッドミルない

し加Tl:，，;..チグラヲィ -t用いて検討した 9 

割近〈の息菅において 平均61カ月の援物練法が

な各れていた トレッドミルーテストによる判定

は包常生活が傘〈支'"のない者で良し生漏能力

の判定ιは.運動時~， dロubleprodu叫が有用で

あり Bruceで mpZ以上。 もも抱訟で平均140t

紐えるまで連動可飽会むのは 礎物治..下に予，.

は極的て良い しかし B常生活下での終止繍に

閲する判定に結いて トレ，ドミルでの予測は図

震であ q た夜 々の d，"からみると 困常生活

の制限と胸館街の出現'"使は必ずしもー致しない

ことにな η 閉じ運動レベルが可総会ら胸錨衡が

槽加ないし不変でも E常生活に創阪が加わ。た

闘!!.1!t皇室主主里旦皇旦T......“"・・・

一一~

図3

TTl A 
A 

と感じる人が少ないと曾える この愈M~で主 E 
硲で客観的にl 援物治相使下に勾ける予後金占う色

のとして トレヲドミルによる温動量判定に意味

がある

2・崎TIンH グ>7，ーは standardde町民間"，'

犬きいとは曾え 胸備衡の予後をも制定し得たの

は.第 1に還動負担管によるトレヲドミルと狐TI

イメ ージングの冠動脈疾患の"断能の祖還へ第

2に chutpain句凶fGme等の ECO変化のみの

ものが，・ TIシμ チグラフィ では鋤脈硬化

住冠動脈視察思から除外可能なため 正確金冠勧雌

侠患として予後判定が可飽令 ζ となど川『 考え

られた

虚血性む後患の予後は 死亡識のみをみるべき

でほ令〈。薬物療法にてどの極度のE官官行動箆圏

が得られるかも重要なことであ円 行妨制限が強

いと考えら九る鳩合 冊極的に A.Cパイパスや

PTCA金利用して 行動泥沼を広めることを考慮
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しなければ令らない このよ今な場合に 向者の

負荷色沼換はそれぞれ，"要な役割を持っと考えら

れた
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3) 心筋梗塞患者の退院時運動負荷試験と長期予後

藤図良範・ 弁よさ宗一- 桑原敏樹・

内図世子・ 荏原 t 臣・ 林 正博・

山図 斉・ 小林正樹・ 長谷 川 武 志・

新谷博一・

はじめ に

盆科では 急性心筋割''''患者に付し入段。リハ

ピリテーン・ン(以下リ 2、) プログラムに"づい

た易統的')ハ含行い!迎院時運動負荷欽肢を絡行

し 退院時の生活指事の資斜としてきた この退

続時運動負荷依験の成績と退院後侵朗予後との関

係について倹討した

I 対象とヲ智津

2U良俗当f4CCuに入院した急性也、筋梗"息苦

154例 男145例女9例。平均年齢57.3=9.8鍵

入院時 P~l"s index 1三10.1会9，'入院m1'Ul1;! 

74.3:1:33.5日であった 追跡網聞は綾包 1隼侵

. "粗大学医学EO三内特

長"年平均，，6年であった迅院後の予，.のt官
僚として cardiactvents (.(..必死に再発作生存を

加えたもの)を検討した

選働負荷氏験の時期"退院時とし.方法は坐位

自転車 ergometerで多段階負荷告告を飼いた 負荷

中止器織は後心街4などの自覚症状の幽現。心電図

上安鯵樗に〈らぺ ST2.0mm以上の偏位また

は""不"腺の出現とした

E 結 果

退院時運動負荷以駿を行ヲた金例154例の累積

生存準"1 年99~ ， 2年94揺， 3年 92%.5年83

%， 9年73%であった 運動負荷量のみで分矧し

検討しても生存率に大きな釜はなかった そこで

負荷量のほかに ST価 低 不 "線などの弘、屯温度

4ι 自覚症状 4L422訟を考慮し図 1のように分類
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AtfÞ : aÞ閥~，置が掲W以上でかつI-I.R.>1羽

不..竃泊"，w量~"w以下又u 礼R.iI:1)0 

' 心.図興需又U-t.'JJ:貌鶴
A. ST!I血笹川帽割土屋てF

•. .τ ，J I! 2.0・以上u
C. .τ土.，.・以上.>.界

D. PVC鋼鍵
匡御眠いき...の".!t決【その他}

2. 1'1霊nによる申止m

隠 1 負荷判定，.噂

し検討した

まず貧街量と心拍Zまから分割し 負情量15W

以上可絡で Lカも .(..f白書まが130を忽えた42例を<.

機鍵良好勝 負荷量切W 以下地、岳舗象130主主下の

88測を不良仰と Lた 不lU事告寄らに心電図異常

中止"とa従a状中止例に分けた 心電園変化の

号ち S1:!III.~ { [!盟}低下l.~富岡以上旬樗旬開

5T 1盤底1'2.0..悶以上の終日例 5T上昇:!.0 

mm以上の，，，.例 ，重住期外収繍 [PVCJm免

震 15例に分刻した また。自覚症状のう 毎動悌

いきぎれ胸縄等のι(..tfil:状例5例 下肢'"ヲすのみ

で中止した 12例 必よぴ判定不能 12例に分煩L

‘l 
劃

川

河

2

附

Z幽
E

記 11 1937 

た

退院後の，，"，・actnau幽現{図2lほ良好欝

でl;t11とんどみら仇ず ζれに副ヒペ也、.""変化2撃

では l年7揺.5 ~手 18". 7隼26.と貧$に幽現

し.両者の聞に有意差を包めと む拍設が1初以

下での下肢中止欝"2年 22.とさらに悪か。た

図 3のよう巳心電図震化出現様式 (STl.!盟低

r. S1 J ~低下. 5T上昇， PVc傾号車)別に

e.rcliu府側也出演司障をみると 5T J盟低下n
u良好"と岡じように経過を通じてほとんど'"

dbc fVtntllの出現がみられないのに"し 5T 1 

a低下":J.1年 17活 5年28".7年，..と".

高司院に出現した ST上昇おは t隼 4". 2"'11 

•• 5年1"と次いで衛事に PVC鋼姥慢がこ

れi二次いで多く出現した

阻考 禽

心筋制度i!I.!l'.者の退院時運動負惰以験tニよる心機

能と畏期予後の側係.険討すると. <<県能良好酔

と5TJ型低下8撃の予後"良好であ勺た 5T 1 

a低下廊。 5T上昇群。 PVCflI姥"1':'ニの雌RFtz

予後不良であ。た 8eckerら" Vel3scoらS 色，

筋梗"患者:.:et"!OlIItter uerci鍵 t醐 を行い. ，. 

:;:園で 5Tが2.0111111以上低下Lた併1':'.II期聞

の般察で死亡事が有意に衡かヲたと'"ーしている

心筋梗窪患者の退旋後の長期予峰訓を刺定するう

えで 退院待選動負伺伏験"有用と考えられた

N 

lWT'1同
一品目 佃 酬

--"'..'"廃刊
tr ut銅

.省回覧""

'“ー ...1 i 1 • 5 ・1 I 3:1: 

図2 還""事館Z主婦" 不aoo1)nrdi・tevtnts ~摘出現司区白鎌
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1)運動耐容量カ句SW以上で心街:i1301分を忽
• め

えた例を心後健康喜子宮撃とし. SQW以下 または

心錨:!I:1301分以下で也、竜司変化幽規例下肱

疲労による中止例を不良野とすると 長期予後

は明らかに不良鮮で悪い結果とな9た

2l不皐鮮を<D下肢護労による中止 II> ST I 

型低す(1.0陶叫 <l> ST上昇 (2.0m皿).<D 

PVC銅後⑤ STl盤低下 位。岡田}に分額

L予後を倹約すると ニのJlIU:悪効 。た

引退侵略還劃負6野氏敏よ句得られた自覚翠状

選動樹容量 4L咽...心電図変化絡を考慮Lて

"新医学 41@. 8号

，唱

•••••• ... 同

率直瞬 .. 電喧置は.，

" ，量tτ •• S T .1M量τ '"同....... "よ再 盟四 1.腕

..ーー...f've fIIIR ..，崎
"明暗 事側

STlII・τ

s 

.(彼縫を野価することによ均 予後の判定は可

能と考えられる

" .. 
"8偶 kerG G. et ~1 : Prognoslic value 01 uerCIse 

田町川引M f.山内g 叩 肌閃Stm~OCu

(¥;;11廿叫.'Cllonpat・ents. Am J Card;ol 68 

(Supple): 7l. 1981 

2) V.la.co J A. et al: 1::lrl)' loard.ll飢 tcdvc悶"'
symptom.li(llited exercise tescin ~ : Pr句戸osuc

".lue in 2∞myocardiaJ paticnt.. Am J C.. 

(¥;01 68 (Supple 2l: 44. 1981 

J)舗谷樽ー!ほか心筋梗奮の予後と決定問予

内斜 20: 812.823. 1967 
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4 )急性心筋梗塞の回復時における運動負荷試験と予後

広木忠行・

森下行信・

北島幸治・ 刷局 寛・

荒川盟矩男・

lまじめに

ー畿に醸悶性心筋梗塞a置の予後判禽に1.1. 1李鵬，

性別 使iSf食後七喧I 心不傘. .'"皮の高い心室

性不..眠の有無，あるいは権尿病の合併などが彫

響することが畑られてい~".. ー方近年 s
位4心筋梗重盛の予後決定のIt:t.t.な闘子と して

梗..燥の大急与が指担脅されている時今回続々はe

S憶も筋便禽の初回鐙作を生S遁ぴた窪測を対象

とLて 温院時に施行した運動負得統験の予後約

，.現について 心筋使..巣の大畠きの指標とみな

されている心電個異常 Q穫の QRSスコアと符比

して検討した

1 Wlおよび芳濠

対象と したのは沼聞大学付属病院第二内特に

1919隼より 1983年までに入院した急性4筋便'"震

の復"のやで 個復期にトレ，ド ミル遜鋤負荷総

践をli行C.その後少会〈と.，隼瓜土経過限療

が可Sをであ 9 た4暑ので その司''''観，.，.聞は釣§

年，平絢隼a・6O.5a.計図例であ。た ζれらの

対象例の中で，..織の生存者はm怯駒例 女性12

9略僻7'例に付し.非生存者信男性6例女性2

0時計 8例でI その男E"'"は IO~であ て，た運動

負荷鉱..は S住む筋便....の固復"で 発症後

l抱月前後の沼健直前に.. 行した 運動負荷量"

8rucc #) Bプロトョールに縫い.V.， ..V" V，め

3脱却・.(，，;(隠と血星をそれぞ札3分毎にa聞定し
解析Lた

倉孝象と Lた..例の予後.生存者側の.事飲砕は。

急性.(，.V，it!iSfi.!!前の生活に沼婚しているゐのでω

-福岡:t<1tI!$・-=肉持

その惚。~.司ミ会，後心'"。心筋梗..の界発作を伴

うものがありa 主た外事斗手術療T去をうけたもの.

~.た ー方I 非生存者"は心凪犯と非，... 死民

分無 C.心血死事事".らに H;ロklc.に淀川不登

線尼僧環不全死."ょぴそのいずれと...定で

き会かヲたものに分類した 事(.，YJEは舗などの

~岳連例以外の軍医で死亡したものである

心筋便;1.院の大き ~U: ， .!-怯則に記録さ九た12

'*場心電図より "幽されたSelvntcrらの QRS

'"の方皮に基づいて鎗測した曲

rr .. '" 
1 1 ORSスコアと左宣駆出司憶との刷湿

..図録用した QRSのス ヨ ?の慣銅色をみるた

め左童館幽皐との欄還を倹射した躯出事はト

レ， ドaル還動負符以験とほぼ同じ時隣に符われ

た左室温能像より第幽したが Q悶ス ヨア と躯

幽寧との閣には有意の逮栂聞が包吟られた す伝

わら Q問スコアが大.い4与のほど躯幽寧が低下

する傾向l!)f"'?た

事 .・ • 

• 
~ 0 

• • • 2・" ..呂田制噌

国 1 QRS ~::I 7 と左
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国 2 心筋梗車産患者の週院時におけるトレ ヲ ド ， .週動負荷試験の各祖パ ~，J - ~ と QRS
'"よ町みた也、民亮

申値畠印:生存者，鳳印 .，岨亮倒

2A ST ~{t " 持続時間 2C 

2lトレッドミル翠齢負荷民験の仰続時間と

予後との開運

心飯死 I;!.，不藍脈死および循環不念死とら

QRS ，;(， ::1 '7が 6以下で 退勧負荷総験の持続時

聞が 般に鐙いものに多かヲた

3lト レッドミル翠動負荷隊"の ST低下と

予"
V. l居場事に必ける逼動負得~~'" ST低下と予

後との関連では!不盤..死は Q回スコアが6

以下で ST低下が程度でもll!'うられたが，循環不

全死lま必ずLも 定の傾向はみられなかヮた

， )トレッドミル運動負冊以"の・;t;u鎗致と

予告告との関連

還飴負荷銑..の際の段高も噛訟が。毎分'"から

1∞前後のbので不霊脹死が"められたのに対し

て，循環不全死は佐高<咽教のlt般的小なるもの

と 大なるものも含まれていた

5 )トレッドミル軍'抱負荷民駿のむ筒畿の

... ，動Sと予後との間違

不"厳死.よぴ循環不全売ともむ総数の"I:D
!$ll:'，" ZOt.cいしお%相加したものにみられt，が

<<官量的揖配抽寧 z。e高血匡伺蕗聖歯車

-1;. 50'‘以上増加Lたもの，"，曾に低いものの

開催舗のむのでは心楓死が包められなか9 た

6)トレッドミル;tll負荷民験の""血圧と

予後との関遣

いずれの.(.，IQ死についても 明らかな関連はみ

られ訟:6'.， f:. 

7Jトレッドミル還働負荷鼠肢の畳高血庄の

%変動調院と予"との聞週

向者の聞に有意の閣遠路みられな泊。た

8 )トレッドミル翠動負荷蚊輸の煩高 RPP

(r8te pres釦 reproduct)と予後との開通

両者の聞に有窓の関連はみられ&治 った

ー} トレッ ドミル運動負荷民"の"ヨr;RPP 

の%変動家と予復との間遅

特際的な傾向はみられ.か，た

10) ORSスコアと予織との間運

循環不盆死は QRSスコ?の大会るものにみら

れたが。不盤服売は QRSスヨアが小なるもので

も出現した
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皿 考"なりぴに結路

急性.(;筋便"の"矧予後に関するものでは 4L 

匝リハピリテーン・ ν研究会の多絡役による竹内

らの観告吋eあるが白この報告では '1ハピリチ

ン0/鈍行E撃と非施行幹に分けて検討さ仇!その

中で心嶋死"施行砕で8.~% 非施行群で27%で，

'"芭行幹に有憲民多〈 かつ入旋時の PeeJの予

復権誌の高かった"""例で両醇聞の心民死による

死亡事のをが大なる ことが;官僚きれている 今置

の我々の録音では 初毘発作を'"延ぴた心筋梗

塞例を"忽としているが その.(.，Q:死による死亡

事は10%であ。た さらι ，...の大き与を反映

する QRSス2アと予後との閃速では QRSスコ

?の高低と 1年以後の口必死の間にJa有意の関連

が認められ令治ヲた 今回の盆例では発a依約 1

カ月後に諸行各れた運動負荷試験パ，メータ色

.(，.1車死との間選では その持続符聞と%也、舗訟で

生存者例と非生存者側との聞に還がみられたが

その他のパラメータについてはも畠死と間違"詑

められ会カヲた

以ムの鵠来急性心弱便2衝後盆後1カR前後の

退勤負荷""ょ ηf専られたパラメータ lま 梗藷巣

の大きさを鑑定する QRSスコアと関連Lて考話

すれば その"則子'*に付してある樫斑の見通し

が可能なことを示唆していると考えられた しか

し も筋便""における'"''予後の最終的な判定

は 今回の運動負何以識の鈎祭に加えて 続々が

殴に線脅した産動負荷により生じた不援脈.. " 

よぴR議噌高の有鱒 8などを加えた多安!i"析に

よる検討の緒集金得。てな寄れるべきである と考

える
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:> ) ，l，、筋梗塞患者における低レベル運動負荷試験による予後判定

畑 奥武 岸田

院じめに

著者らは 第17回循環揖負荷研究会に泊いて急

性心筋便a(AM[)回復期に範行した運動負荷試

験の運動時間七血管造fjm見と短期予後の関係

につ急傾Itl.. 運町，.春闘の短い例 怠室去運動異

常を脊τる例ならとYに多岐障害例で予後不良とな

る$カ商いことを報告した“ 今回" これに運

動負荷，，~長の中止理由を加え発症 1 -，年聞の予

後との関係を続肘した

1 l;f象と方途

包性 L 筋梗~95例(男"例女11例平均年齢

S4;i;S匁}を汁..とした な必再捜禽例"除外

L t.; 

運動01苛政験"多段階トレッドミル{速度1.7

MPH傾斜を 0， 2. 5.7，5，11，14%の6段階。

' "分間針 1.分} を周いた各段階の

偲位索消費量 1:'1.7，2.5. 3.4， 4.2. 5.4. 6.5 

METsである 逮働中止理由は巴保心狛歓{健常

人の各年代毎の最大 iA台訟の85-90%)引会身疲

労息切れ下総集労 20mmHg以上の血圧低下

胸痛 ， mm以上の ST低下 VPC多発ならlflニ

プロトコール完了と Lf. 

短踊子後の糾定iziil院後也、有三金使'"後狭

心"の先生 運動資?容能低下および使禽再発作を

包めたものを予後不良とした

E 信果

浩・ 早川l弘

た ー方予後良好例1:'73例(勿66例 女7例

平均年齢53.5:l:9.4a)であり 予後不良鮮1:II 

好群に比し高齢であった(P<0.05) 性別にほ釜

はなかった

予後不良例の内訳"心不盆3例筏"彼銃 L佳

9例。 運動脂容院lIiγ6例およぴ使容再発作4例

であり!梗"'後後也、香芝 9例中 7例に ACバイパ

スを範行した

" 短院予後と運釦時間{襲 1) 

予後不良野の運動浮き聞の平均は440=264秒であ

り 予後不良野の848土'98秒に比し官憲に短かヲ

た (P<0.01) 蓮勤時間を120秒 (4.2METsl以

下と。それ以上のz!障に分け短期予後を比敏する

と， 721秒以ょの558時中予後不良I孟2倒 (3.6%l

のみであ 9 た ニれに対し12併合以下の40例では

初例(初%)が予後不良と有意に高率であヲた

(P <O.OIl. 

表 I 運動酎容能と担期子f量

運動酎在能 干f量良好 干櫨不良 計

4.2METs以上 53 z 55 

以下 初 '0 40 

E十 73 22 95 

【r-t."P<O.Ol) 

31短剣予後と軍a泊中止理由 {褒 z)

予後良好群ではずロト ヨ ル完了 (42.5%に

目標.(.拍駁到進 (17.8%) 全身疲労(}l.O%)

ならぴl二血豆低下(6.8%)が多〈 これに対し

1 )短刻予後 予後不良彰で I~ ST低下 (22.7%)および胸術

95例中 z2例 ¥23%)が予後不良と判定各れた 03.6%)による中比例が多かった vpc， .Q切

男児例女'"平均年飴は58.1:!:6.8健であヲ れ下肢援労による中比例に"'，三位めな治った

4)む18:.'<泡加緯式

. "広屋ね大学鰐ー内骨 目録4L422主到達によ町巡動負荷'"主を中止した



(1輔 副

表 2 運動中止理由と坦朗子後

中止理由 予懐良時 干1量不良 計

自開心拍数 13 4 17 

全身 疲 労 8 o 8 

息切 れ : 1 2 

下肢 捜 骨 9 7 16 

血臣 低下 s 。 5 

R淘 f議 o 3 3 

S T低下

‘ 
5 9 

v P C 2 1 3 

完 7 31 1 32 

，十 73 z2 " 
17例につ，.. .(.拍訟の噌加後三更を検討した 予後

良好例の.(.摘地加r.t8.1玄6.0/分であヲ fーのに"

し 予f柔不良例でI企19.6土6.3/分と有意に心伯設

の相加慢が大であ。た (P<0.00 

皿考 司区

AMlの運動負荷鉱..怠績により予後を抱測し

ようとする報告はい〈つカみられ加その多<r: 

運針時間と ST変化が予後と関係があり vpc 

はあまり加速がないとするものである 今厨の筒

果も同僚であり vpcカらは予1&'i"t雀測でさ を

かヲた し泊し vpcが予伎と関係添いとする報

告也あ句 我々の綱奪が提案後 1-2年と短期間

であることを考みると さらに長期mの間交カ必

要と恩われた

以前の筏々の報告"でも 運動時聞の短い例

ST低下を示す例は "..翠運動異常例。多後開

審例に多〈 当然この徒喝の佳例の予後が不良で

ある二と'"雀測で怠る 今回の結果も二二れを裏付

"錫 19'" 

けるものであった

血圧低下により還鋤試験含中止したものは s例

"り 3例が7四秒以下 2例r:i21秒以よでの中

止であ。た しかし ζれら院会側運動によ句血

EE'左上昇し。その後収組矧血圧が20mmHg以上低

下したものであη 短編予後は盆て良好であった

これらの盆測の血圧低下の同芋1:，.c.-t痩能低下で

は会〈 念大還動岬の末繍循環動感に起居する可

能色があ。た

結 諭

AMl回復期における運動負荷依験の還働時，.

と中止理，."短期予後の予測因子となり，と〈寸こ

4.2、~ETs 以止の還動耐容健全示す例 Iま予後良好

であるのに付 L.4.2METs以下の例胸痛や ST

低下で運動伏忠実を中止する例 なら"に4L抱 激増

加が速い例は予後不良であった
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6 )境界型高血庄症に対する運動負荷試験と予後

安西俊弘・ 山本和利・ 稲垣義 明 ・

近年。高血圧盆の pre'Slaseとして境界型高血

圧信が注目されている しかし 境界湿布血圧症

がすべて固定型高血圧盆に移行するとは限らない

後合て。どのよ今なタイプの境界型高血圧t震が固

定型に移行するかを予濁する ζ とは庭床およぴ予

防医学」ヒ 極めて鑑婆である そこでわれわれ俗

若年および中栓年の境界型高血圧症のうら ど

のようなタイプが酒定裂に移行するカを明らかに

する E的で運動負街跨の収.."血圧の昇虚反応

性を網代 その後 s年聞の (ollo.....upstu凶yを

行。た

I 対象と方法

1915年から19均年までに千業大学医学鶴第三内

科の高血圧写門外来を受診した男子本思色高血圧

症のうち外来にS省いて 2カ月以内にaを改めて

ほぽ伺ー条件で少な〈とも 3固測定した 安静S

分伎の坐位血圧が WHOの境界劃高血圧を示し。

かつ eTGQmeterによる還，抱負荷依駿を行った139

例のうら 現在通院中かまたは電荷などにより血

庄の推移 治療の有無を確包しえた101例を対象

とした 5年聞の追鶴間関内に。血リ圧が上昇L

坐位血圧が常に 160/95mmHg以上に会り，いわ

ゆる固定型高血圧盆に移行したものはお縫以下の

若年幹部例中22例 36-651itの中壮年野必例中

28例であヲた 若与総よ，，~壮年の掴定盟移行

幹と非移行鮮の与前はそれぞれ24.4土S.9i.lと

お U6.0.ut.4S.3.::5.8aと“?土6.'鍍であ句

い寸Eれも筒静聞に明らかな差異を'"めな泊。た

運動負荷:三定量負荷型臥位自低調区 erGOmeterを用

い 1.25W/l>g. 6分聞の単ー負荷""含"った

な必負荷鋭敏はすべて来泊爆で行 9 た

.千療大学医学&，席三内将

E 信 果

まず正常JlJ極z5例境界盈高血圧盆13沿例およ

び聞定E極貧血圧盆58例の安防時必よぴ運動負荷 6

分時の血圧悠をみると 若年および中壮年いず

れに必いて b_ J.鬼界型高血圧盆に比し固定型高血

圧症で高治った{図 I) 
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図 1 運動負荷による血，.の変化

.. •• 
-ー

次に， Jtrre盟高血圧症のみを選ぴ."匹以内に

固定"'"血度箆に移行 Lた震と 移行しなか9 た

鮮に分け.運動負荷に対する興産反応性を比較し

た

図 2!:示すように著年震で"負荷前 負曹 6分

時いずれも固定型移行幹で血毘他が有意に大で
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一一非移符柳 移符騨 特移符務移行齢

負荷前 負荷s会時

負荷前および負荷6分仰におけるI!l定
型移行"と存移行農の収縮糊血庄の比

紋(命・栓~."

窃 3

J 4俳

一非移符.. 穆符.. 

負荷6分崎

1 

"七三=ι
"移行腐移行.. 

負荷m
"'育情S吾よぴ負荷6分切に..するI!l定

型修行院と非移行酵の奴施期血圧の比
依{若.!f't)

• 

図2

屋高血尼症に移行した"" 境界割高血庄症で

あて~f~時期にすでに退勧負荷に付する収繍期恥庄

のよ晃皮が大易いミとが明らかに会ヮた

と〈に負荷 6分時の収縮期血圧あヮた

この壊家を也う少し明白にするために

週鋤負荷6分"の収諮問'l!Eを便宜上智年鮮で

中壮年院で190mmHgを."院と Lて

固定盟高血昆'"への移行事を調べた(図4)

老与野において210mmHg来清で法'3%が置定

型に移行せず わずn'7 %が移行したにすさな

か。たのに対しi

そこで，

210mmHg， 

(悶2}

"宙定"非移行訴が192土19.4mmHgであるのに

対し 固定塑修行鮮では2国土15mmHgと非常会

高簡を示した

また "'.壮年鮮でも伺微な傾向があ句

6分時の収縮問血座U固定型第修行震で1;9~ヒ 22

mmHg，固定型移行"で213主21.1mmHgであ勺

た r!:ill3 ) 

負荷

一方 4イ盲訟につ‘、て"

行酵の聞に明ら診なa呉を包め会か今た

運動負荷による収繍綱血庄の淘加度"著書事

栓年、ずれも個"'"修行幹で有窓に大であ。と

Lか L位告長期風圧の増加度主筆年 中壮年いず

れむ両院間で墓ぬを包めなかヲた 心拍訟の噌加

"''' 著阜で"商静聞に差異を犯のな治ったが

中 社隼でl三国定型移行静でやや多い傾向にあ令

すなわち場弊型高血圧盆から 32手以内に固定

210mmHg以よでu九%が固定

移行L.t，o:か，た也のは24%し

'" 壮年鮮において 190

わずかmmHg未満で1:::90%が固定!;11:移行せず

10%が移行したにずさないのに均し

移行しなかった

盤に移行してBη

t t~ ， かなかヲた

聞定型移行鮮と非修

また

中 ・

190恨 mH，
以上で 1~87%が固定型に修行し

すなわ;境界慰高血

庄盆に臥位白紙車 ~rK"m~IU を用い。 1.25、，V/kg

むのは13認にすぎ'.，:iIョた

λ 
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P.21C初明桝句安調"

2手 口開...
E ・"例

P. 210...叫句鳳よ院

中松隼

g。‘

…叩困問

図‘

への修行寧

P・，.伽m陶..t.

6分間の遭働負荷を行った織合収組問血圧が若

年でZIOmmHg 中栓与で190mmM;を値える も

のは;年以内に圏定型商血屋信に移行する可能

色が衝い企いうことがで畠る

それでは 境界型高血圧盆に還動負荷を行わず

に固定箆に移行するか否古を予耐することカでー

ないカという ζ とになる 重ず境界型高血圧盛

時の安静時血行動患をみた 圏定塑修行幹で。若

年震でほ血a:， ，c.拍出量容積?単位$が商い傾向

を示L 中 壮年惨では血圧。金支銅剣降続。容積

椀怯率が高し~姐出盆が低い傾向を示した L 

かしいずれも有量ではなか9た

次に白これらを血行動態的パターシよりも持出

量の槽加 Lた高心抱出量塑 'M塑}と，会宋術短

銃の3智大した宋筒伝統綱大慰問劃に分煩し

それぞれの占める割合含関べた若年鮮では固定

型非修行院に比L固定笥移行"でW監の占める割

合がのぞ多<~.たが中佐隼E撃では商醇筒6

釜."のなか，た また愛野崎血鷺レニ;， ;.活性も

-・時軍!ft'41f!.8号

審与司P 栓年震いずれも"..聞で差を'"のな

かヲた篠宮て宏陽玲のみの検釜でl止'"罪盟諸‘

血疋"の予後を推濁するニとは不可継であヲ t，

E 考書

是認E。高血圧窪、"ずLても還."際法が行われる

ように..たu しかし，高血'E/Iの病態およ"

予後僻舗に退勧負荷依験を用いる猷み"ほとん

ど行われていない

ー伎に還動によ町血圧 "上昇するが!この程度

は 今回のヂータ効 らも明らかなように 健常者

に比し高血圧盆奮が大で~る ーヲヲ梼界型高血

圧症では "，.と〈に収."，血E上昇度の異なる

2 a: ，:分けることがで§るすなわち組定型高

血鹿径のように上易度の大易い鮮と 健常者に似

た反応含示す誌である そニで，この 2鯵は国定

恕高血圧症移行患が民令るのではないかという考

えが生じる Kirchhoff"も 将森高血"になるか

笹かを 負街中の血圧」ヒ界によ，てある程度知る

ζとがで会ると Lている すなわも安静時血圧

が正常峨であ。ても負荷によ句収鏑納血圧笥JO
IIlmHg， trtmM血圧1l0mmH;を忽えるニとがζ

れに相当すると松脅している

われわれは 狩S院を男性境麻忠商血厘6置に限定

し 隼前によ町 351it以下の若年野と 36-ω"の

中位.."に分けー定量の遅動負荷に付する昇

座反応包と画定型高血圧aへの修行寧について験

前Lた その絡調匹。 1おWI旬。 6分n砲の臥位自

伝羽IteTlOme¥.l'rによる単ー負荷で収繍鯛血圧が若

年"で210回 mHg.ゆ壮年齢で190mmH2を紐え

たもの1:5年以内にbのほとんどが圃定""血圧

tll:修行 C，抱織を必要としていたことが畷らか

になヲた 健9 て，築界型高血圧盆の予後釘よぴ

陣圧a際法開始時期の決定"織と Lて。選勘負荷政

織に対する血圧の反応性が極めて有用で"る二 k

が宋峨.れる

• と め

臥位e・まJIlerll'。閉"貯をmい 1.25W/kg. 6分

聞のJO-還動負荷，，~突を行。 t，男色割限界翻高血屋

"''''例金対象と C， 5年聞のfollow叩 ltud)'を



"宮崎 8) 

行，た その摘果

l)境界型高血圧"より固定型高血圧'"に移行

した醇において，境界III高血荏信当時の"I!負荷

に対する忽諸問血圧の昇底反応性が大であった

2} 1.2SW/k(， 1)分聞の島区ー還鋤負荷によ η

収縮剤血座が若年で210mmHr以上 中栓隼で

190ramH.以」じであったもののうち そ仇ぞれ76.

，，.が5年以内に固定型高血圧昼に移行した

方審有院で210mlllHg来凋，中壮年でl鈎陥回H.

来演であ?たものは "事聞の径過をみてもそれ

ぞれ9J秘. .，.が固定型粛血圧盆には移行しな

" " 
1947 

治ョた

以上よ η 還勤負舟1':i守する収諮問血庄の上昇

度が高い境界型高血虚盆でl主 5年以内に太郎分

のものが医定IIIに移行ずる ζとが明らかにな，た
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